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◆困ったときの連絡先

●日・祝日当番医 … 19 ページ

●水道修繕当番店 … 37 ページ

「稲刈り～有明小学校～」

今月の読者プレゼント

　今月の読者プレゼントは、3 ページでご紹介

しています村留ハーブ・パパイヤ園さんから「パ

パイヤ茶」を５名にプレゼント！

　31 ページの「お便り」ハガキを使って、ご

応募ください。お待ちしています！

　８月 10 日、有明小学校

の 5 年生が同校近くの体

験用の田んぼで稲の刈り

取りを行いました。鎌を

使った稲刈りを始めて体

験した児童は「ザクッと

きれいに切れると気持ち

よかった」と話しました。

　刈り取った稲は学校ま

でリヤカーで運び、架け

干ししました。

もくじ 　　　　　　　　　　　　　　　　　  contents

志 布 志 市 民 憲 章

私たち志布志市民は

し　　自然に親しみ、ふるさとを愛し

ぶ　　文化の香り高い先人の叡
え い ち

智に学び

し　　幸せと平和を求め

“こころざし” あふれるまちを創ります

※前文を省略して記載しています。

　

以
前
は
ダ
チ
ョ
ウ
牧
場
を
経
営
し
て
い
た

同
社
。
ダ
チ
ョ
ウ
の
肉
を
使
っ
た
商
品
に
肉

を
柔
ら
か
く
す
る
た
め
に
パ
パ
イ
ヤ
を
使
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、現
在
は
パ
パ
イ
ヤ
と
ハ
ー

ブ
を
栽
培
し
、
加
工
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
ハ
ー
ブ
や
パ
パ
イ
ヤ
は
、
農
薬
や

化
学
肥
料
を
一
切
使
用
し
な
い
有
機
農
法
の

中
で
も
、
自
社
で
作
る
植
物
系
の
肥
料
の
み

を
使
用
す
る
自
然
農
で
育
て
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
同
社
の
製
品
は
硝
酸
態
窒
素
を
含

ま
ず
エ
グ
味
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

同
社
で
は
、
パ
パ
イ
ヤ
茶
や
カ
モ
ミ
ー
ル
、

レ
モ
ン
グ
ラ
ス
、
グ
ァ
バ
、
コ
リ
ア
ン
ダ
ー

な
ど
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
ほ
か
、
ア
ボ
カ
ド

や
イ
チ
ジ
ク
、
ラ
イ
チ
な
ど
熱
帯
果
樹
の
苗

も
販
売
し
て
い
ま
す
。

shop data

村留ハーブ・パパイヤ園
（むらどめはーぶ・ぱぱいやえん）

志布志町安楽 1640-1

Tel：099-479-3211

Ｆａｘ：099-479-3212

OPEN:13:00 ～ 16:00

定休日：日曜・祝日

志布志の『ウマイ！』を

お届けします。

しぶし グルメん ’s なび

Do you want to eat?

『�

せ
っ
か
く
志
布
志
に
住
ん
で
い

る
ん
だ
し
、
志
布
志
の
美
味
し

い
も
の
を
食
べ
た
い
。』

『�

志
布
志
を
訪
れ
て
く
れ
た
友
人

に
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て

ほ
し
い
。』

志
布
志
市
観
光
特
産
品
協
会
が
、

そ
ん
な
あ
な
た
に
オ
ス
ス
メ
す

る
一
品
で
す
。

たわわに実るパパイヤの実

温室で元気に育つアボカドの苗

村留ハーブ・パパイヤ園の

パパイヤ茶
　三大栄養素のタンパク質、糖質、
脂質すべてを分解する酵素を含むパ
パイヤの果肉を飲みやすいお茶にし
ました。自然農で引き出されたパパ
イヤ本来の味わいをティーバッグで
手軽にお楽しみください。

町原

MAP

村留ハーブ・パパイヤ園 63

うなぎの駅

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

安楽小

山宮神社

03　しぶしグルメん ’ ｓなび

04　特集：防災　自然災害から命を守る

10　まちの話題 27　シリーズ国保

16　�高齢者運転免許証自主返納　　
お買い物特典制度 28　もっと身近に！男女共同参画

　　知っ得 !? 年金インフォメーショ　

18　保健師・栄養士メモ 29　知ってる？�消費生活相談
　　皆でつくろう「共生・協働・自立」のまち

20　エコ通信 30　あたや元気やっど��ほか

21　図書館へ行こう。 33　うぶごえ・おくやみ

22　文芸『志』・季・折・々 34　市役所からの大事なお知らせ

24　こころざしブランド通信 36　募集・お知らせ

25　地域おこし協力隊隊員活動レポート 42　市長コラム

26　税の広場 44　暮らしのカレンダー
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大
規
模
災
害
に
備
え
る

　

９
月
３
日
、
松
山
町
城
山
総
合
公
園

に
お
い
て
、
曽
於
地
区
総
合
防
災
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

曽
於
地
区
総
合
防
災
訓
練
は
、
平
成

７
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
契
機
に
平
成
８
年
か
ら
実

施
し
、
今
年
で
18
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

訓
練
は
防
災
関
係
機
関
が
相
互
に
緊

密
な
連
携
を
保
ち
、
大
規
模
災
害
等
の

発
生
時
に
お
け
る
特
殊
災
害
及
び
同
時

多
発
傷
病
者
に
対
処
す
る
各
種
の
災
害

応
急
対
策
を
迅
速
・
適
切
に
行
う
た
め

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
同
士
の
助
け
合
い

　

訓
練
は
、
台
風
の
接
近
に
よ
り
大
雨

洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
る
中
、
日
向
灘

を
震
源
と
す
る
震
度
６
弱
の
地
震
が
発

生
し
た
こ
と
で
、
ほ
ぼ
同
時
に
家
屋
の

倒
壊
、
崖
崩
れ
、
火
災
及
び
交
通
事
故

等
の
複
数
の
災
害
が
起
き
た
と
の
想
定

で
22
の
団
体
が
参
加
し
、
24
種
類
の
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
か
ら
は
市
消
防
団
松
山
方
面
隊
、

女
性
消
防
隊
、
松
山
町
自
主
防
災
組
織
、

老
人
ク
ラ
ブ
松
山
支
部
、
松
山
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
多
く
の
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
地
元
住
民
等
は
、
初
期
消
火

や
応
急
手
当
、
救
護
所
へ
の
搬
送
な
ど

を
皆
で
協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
発
生
時
は
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、
救
助
隊
の
到
着
も

遅
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
時
こ
そ
、
住
民

同
士
が
お
互
い
に
助
け
合
う
「
相
互
扶

助
」
の
精
神
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

関
係
機
関
の
連
携

　

今
回
の
訓
練
は
、
関
係
機
関
の
連
携

の
確
認
を
目
的
と
し
て
お
り
、
鹿
児
島

県
警
察
の
ほ
か
曽
於
医
師
会
、
都
城
市

郡
医
師
会
病
院
（
ド
ク
タ
ー
カ
ー
）、

鹿
児
島
県
防
災
航
空
隊
、
鹿
児
島
市
立

病
院
（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
）
な
ど
多
く
の

機
関
が
連
携
し
て
救
助
や
応
急
処
置
、

搬
送
等
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

想
定
外
へ
の
対
応

　

想
定
の
中
で
行
わ
れ
た
訓
練
で
あ
っ

て
も
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
は
煙
で
視
界

を
奪
わ
れ
た
り
、
崖
崩
れ
と
倒
壊
家
屋

の
け
が
人
の
救
出
、
搬
送
が
重
な
っ
た

り
し
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、

参
加
者
は
臨
機
応
変
に
搬
送
の
人
数
を

一
時
増
員
す
る
な
ど
し
て
対
応
し
て
い

ま
し
た
。実
際
に
災
害
が
発
生
す
る
と
、

さ
ら
に
多
く
の
困
難
な
状
況
が
発
生
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
場
合
で
も
、
訓
練
で
培
っ
た
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
臨
機
応
変
に
対
応

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　南海トラフ地震が発生すると、志布志市では最大震度６弱、

最大津波高は７ｍになり、甚大な被害が想定されています。

　今一度、家庭や職場、地域などで地震に対する備えについて

考えてみましょう。

①�消防団による水防工法訓練。堤防

の決壊を防ぎます。

②�松山小ＰＴＡによる初期消火（バ

ケツリレー）訓練。

③�県警察緊急広域援助隊と大隅肝属

地区消防組合特別救助隊による倒

壊家屋からの人命救助訓練。

④消防団によるけが人の搬送訓練

⑤女性消防隊による応急処置訓練

地震により家屋が倒壊し、閉じ込められた負
傷者を救出する松山町自主防災組織の皆さん。

自然災害から
命を守る

特  集

特集：防災

防
災

①②

④

③

⑤
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「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
、
そ
の
前
に

今
で
き
る
備
え

企
業
を
継
続
す
る
た
め
に

　

志
布
志
サ
イ
ロ
㈱
で
は
、
津
波
等
の
非
常

時
に
飼
料
原
料
を
供
給
す
る
企
業
と
し
て
の

機
能
を
継
続
す
る
た
め
に
、
１
階
部
分
に
あ

る
運
転
用
シ
ス
テ
ム
機
能
の
す
べ
て
を
４
階

で
も
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
緊
急
時
に
確
実
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
実
行
で
き
る
よ
う
様
々
な
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

志
布
志
サ
イ
ロ
㈱
の
備
え
か
ら
は
、
機

能
が
停
止
す
れ
ば
、
家
畜
の
命
に
か
か
わ

る
か
も
し
れ
な
い
企
業
と
し
て
、
そ
の
役

割
を
果
た
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
え
ま
す
。

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

　
「
避
難
訓
練
の
時
、
子
ど
も
た
ち
に
は

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
よ
う
に
繰
り
返

し
言
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
通
山
小

学
校
の
瀬
戸
勝
之
校
長
先
生
。

　

全
校
児
童
１
８
３
名
が
通
う
通
山
小

学
校
は
、
標
高
４
・
５
ｍ
、
海
岸
か
ら
約

６
０
０
ｍ
と
津
波
で
被
災
す
る
可
能
性
が

高
い
場
所
に
あ
る
た
め
地
震
・
津
波
に
対

す
る
危
機
意
識
が
非
常
に
高
い
学
校
で
す
。

　

通
山
小
学
校
で
は
、
学
期
ご
と
に
全
校

児
童
が
参
加
し
て
地
震
・
津
波
避
難
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
年
生
に
は
避
難

訓
練
の
前
に
地
震
や
津
波
、
避
難
の
仕
方
な

ど
に
つ
い
て
学
習
す
る
時
間
を
設
け
、
４
年

生
は
総
合
学
習
の
時
間
の
20
時
間
を
防
災
に

何
よ
り
も
大
切
な
『
命
』
を
守
る
た
め
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
や
津
波
に
備
え
る
２
人

の
リ
ー
ダ
ー
の
言
葉
は
、
今
す
ぐ
に
で
も
参
考
に
し
て
欲
し
い
も
の
で
し
た
。

つ
い
て
の
学
習
に
当
て
て
い
ま
す
。

津
波
て
ん
で
ん
こ
の
教
え

　
「
１
、２
学
期
は
、
児
童
が
一
度
校
庭
に

集
合
し
て
か
ら
避
難
し
ま
す
が
、
３
学
期

は
『
津
波
て
ん
で
ん
こ
』
で
す
」
と
津
波

が
来
た
ら
、
各
自
て
ん
で
ん
ば
ら
ば
ら
に

高
台
へ
と
逃
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
児
童

に
教
え
る
瀬
戸
校
長
先
生
。
３
学
期
の
訓

練
で
は
、
児
童
は
そ
の
場
で
地
震
か
ら
身

を
守
る
行
動
を
取
っ
た
あ
と
、
ば
ら
ば
ら

に
高
台
の
避
難
所
を
目
指
し
ま
す
。

学
校
か
ら
地
域
へ

　

瀬
戸
校
長
先
生
に
よ
る
と
、
今
年
の
７

月
11
日
の
地
震
で
も
、
児
童
は
と
っ
さ
に

机
の
下
に
潜
る
な
ど
身
を
守
る
行
動
が
で

き
て
い
た
そ
う
で
す
。「
心
配
な
の
は
学

校
以
外
で
地
震
に
遭
っ
た
時
、
周
り
の
大

人
が
『
き
っ
と
大
丈
夫
』
と
言
っ
て
し
ま

う
と
素
直
な
子
ど
も
達
は
従
っ
て
し
ま

う
」
と
学
校
だ
け
で
は
な
く
地
域
に
取
組

を
広
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
す
。

自
社
サ
イ
ロ
棟
に
避
難

　

志
布
志
サ
イ
ロ
㈱
は
、
家
畜
用
飼
料
の

原
料
と
な
る
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
を
扱
う

企
業
で
す
。
大
型
輸
送
船
で
運
ば
れ
て
く

る
原
料
を
荷
揚
げ
す
る
た
め
、
会
社
は
志

布
志
港
若
浜
地
区
の
先
端
部
分
『
目
の
前

は
海
』と
い
う
場
所
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

　
「
津
波
か
ら
避
難
す
る
た
め
高
台
ま
で

歩
く
と
30
～
40
分
。
そ
れ
な
ら
自
社
の
サ

イ
ロ
機
械
棟
４
階
（
地
上
17
ｍ
）
に
避
難

し
た
ほ
う
が
い
い
と
判
断
し
、
そ
の
た
め

の
備
え
を
し
ま
し
た
」
と
言
う
田
付
代
表

取
締
役
社
長
。

　

志
布
志
サ
イ
ロ
㈱
で
は
、
東
日
本
大
震

災
で
被
災
さ
れ
た
サ
イ
ロ
会
社
を
視
察

し
、
復
旧
に
関
す
る
資
料
を
参
考
に
、
緊

急
時
に
用
い
る
非
常
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
り
ま
し
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
津

波
が
発
生
す
る
と
事
務
所
の
隣
に
あ
る
サ

イ
ロ
機
械
棟
に
避
難
す
る
計
画
に
な
っ
て

お
り
、
同
社
の
社
員
と
出
入
り
し
て
い
る

関
連
業
者
を
合
わ
せ
た
約
60
名
の
６
日
分

の
水
や
食
料
、
簡
易
ト
イ
レ
等
を
備
蓄
し

て
い
ま
す
。

通
山
小
学
校

『
生
き
る
た
め
』
繰
り
返
す
避
難
訓
練

志
布
志
サ
イ
ロ
㈱

命
を
支
え
る
企
業
の
備
え

　通山小学校

瀬戸��勝之�校長先生
　今年 4月に通山小学校に赴任してき

たばかりの瀬戸勝之校長先生は「他の

学校より防災教育に充てる時間が多く

防災に対する意識も高い」と言います。

　趣味はマラソン。練習では高台への

坂道を走りながら、避難経路の安全確

認をしているそうです。

　志布志サイロ株式会社

田付��直也�代表取締役社長
　「先月の台風の時、非常時対応マニュ

アルの連絡網を使って業務連絡しまし

た。これも非常時に備えた訓練になっ

たのでは」という田付社長。

　オフィスには非常持ち出し袋やヘル

メットが用意され、日常的に防災への

備えを行っています。

特集：防災

外部との交信手段の操作確認訓練の様子

非常時に臨時事務所となるスペース

水・食料のほか照明、発電機等も備蓄

海までは数十メートル（サイロ機械棟から撮影）



　近年発生した大きな地震でけがをした人の原因は、約 30％から 50％が家具類の転倒・

落下・移動によるものでした。家の中の家具は地震によって「凶器」にもなりうるのです。

なるべく物を置かない

　家具類の転倒・落下・移動による被害を防ぐためには、なるべく部屋に物を置かないこ

とが大切です。納戸やクローゼットなどに収納するようにして、できるだけ生活空間に家

具類を置かないようにしましょう。

家具は固定しましょう

　家具類を安全な位置に配置することに加えて、家

具類が転倒・落下・移動しないための対策「家具固定」

が必要です。それぞれの家具類に応じた器具によっ

て、対策を行いましょう。

屋内では

● 頭を保護し、丈夫な机の下など安全な場所に避難しま

しょう。

●あわてて外に飛び出すと落下物や車が危険です。

● 揺れが収まったら火の始末をして、避難するときは電

気のブレーカーを落とし、ガスの元栓を閉めましょう。

外出先では

● 瓦や窓ガラス、看板などが落ちてくるかもしれません。

　バッグや両手で頭を保護して近くの街路樹の下や丈夫な建物の中へ逃げ込みましょう。

● ブロック塀や門柱、自動販売機は倒れてくるかもしれません。下敷きになってしまわな

いよう遠ざかりましょう。

●電柱の変圧器の落下や電線の垂れ下がりに触れないよう注意しましょう。

必要なものだけを持って避難

　避難するときは、必要なものだけ持ち出しましょう。

　避難したときに最低限必要なものを納めた非常用持ち出し袋を家族構成に合わせて準備

し、玄関近くや寝室、車の中、物置などに置いておきましょう。

●�非常持ち出し品の例：ラジオ、懐中電灯、乾電池、非常食、飲料水、ライター・マッチ、

トイレットペーパー、下着・靴下、救急薬品・常備薬、タオル、手袋、雨具など

原則として徒歩で、高台の避難所を目指す

　原則として徒歩で避難してください。ただし、高齢等の理由で徒歩での避難が困難な方

は、事前に避難手段を考慮しておきましょう。

　避難する際は、海岸線に対しなるべく垂直な道路等で高台の避難所を目指し、少しでも

早く海岸や川から遠ざかることを念頭に置いて避難してください。

　津波到達までに高台の避難所に避難できないと判断した場合は、最寄の緊急退避ビルや

中高層建物、部分的な高台に一時的に退避しましょう。
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特集：防災

倒れる家具で負傷したり逃げ道を塞がれて
避難が遅れることのないように

あわてず、まず身の安全を確保して
揺れがおさまるのを待って次の行動へ

避難勧告などの情報を確認したら
１分１秒を無駄にせず、直ちに逃げましょう

地震が来る、その前に

地震だ！

逃げろ！

地震・津波を想定した避難訓練にご参加ください
　地域住民の迅速な避難及び防災意識の高揚を図り、また、市

と防災関係機関の相互の連携強化など災害対処能力の向上を目

的として「震度６弱、７メートルの津波、津波の到達時間 36 分」

という想定で地震・津波避難訓練を実施します。

　市民の皆様のご参加とご協力をお願いします。

◆日時：11 月１日（水）午前９時から正午（予定）

◆場所：志布志市沿岸部、志布志市文化会館

◆訓練内容

●志布志市沿岸部　　－　地震・津波避難訓練

●志布志市文化会館　－　避難所開設・運営訓練、ボランティアセンター設置訓練　など

■問い合わせ先：総務課　危機管理係　℡：474-1111（内線 215）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅメール：kikikanri@city.shibushi.lg.jp

津波避難ビル標識の例

津波避難訓練の様子
（平成 28 年２月実施）
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特定非営利活動法人三
さんぽうりょう

方良が、全国「みどりの愛護」
のつどいにおいて国土交通大臣賞を受賞しました。

　８月４日、同法人（代表 下曽小川省一さん）の

皆さんが市長に受賞を報告しました。同法人が平成

17 年から行っているさんふらわあフェリーターミ

ナルの花壇管理や若浜中央緑地の除草等の美化活動

の功績が称えられ、6 月 10 日に石川県で行われた

「みどりの愛護」のつどいで表彰されました。

国土交通大臣表彰を受賞しました

平和の祈りを込めた千羽鶴献納
 伊﨑田小学校の児童とＰＴＡが平成 15 年から毎年行って
いる戦没者慰霊塔への千羽鶴の献納を行いました。

　８月４日、児童代表の村脇心君と谷口晴日さんが

市役所本庁近くの戦没者慰霊塔に児童と保護者が

折った千羽鶴を献納しました。児童代表の 2 人は「戦

争は二度と起こって欲しくない」、「少しでも世界に

目を向けて世界の平和について考えてみたい」と平

和についての作文を朗読しました。

ＳＬをピカピカに磨きました
志布志市社会福祉協議会がサマーボランティアとして
ＳＬの清掃活動を行いました。

　8 月 4 日、志布志町ＳＬ保存会の指導の下、市内

の中学、高校生がＳＬのサビや汚れを落とし、研磨

剤を付けた荒縄でピカピカに磨き上げました。

　高校 3 年生の参加者は「小さい頃から見ていた

ＳＬを残していきたい。進学で志布志を離れるけど、

帰省したときにはＳＬを見に来たい」と話しました。

きもの着付けで日本一
水元麻未さん（志布志町、写真中央）が第 45 回全日
本きもの着付選手権大会で日本一に輝きました。

　７月 23 日、神戸市で開催された同大会では、振

袖部門で水元さんが優勝したほか、志布志町出身の

松崎珠恵さん（写真左）も目隠着付部門で 2 位に

入賞しました。水元さんは「多くの方に支えられて

得た結果です。感謝の気持ちを忘れず、今後も研鑽

を積みます」と感謝しました。

空手の大会で日本一
第３回防具付全日本空手道選手権大会で本市の選手が
優勝１名、３位２名、敢闘賞１名と大活躍しました。

　８月 12 日、鹿児島市桜島町で開催された同大会

では稲付洋平さん（有明町）が優勝、蓬野美桜さん

（香月小２年）、検﨑美優さん（志布志小６年）が３

位、稲付蓮斗さん（有明小４年）が敢闘賞に入賞し

ました。入賞した皆さんは、8 月 31 日に市長室を

訪れ、日本一と入賞の喜びを報告しました。

ダグリ岬遊園地と海水浴場で「日本一ミッション数の多
い障害物競走的なスイカ割り大会」が開催されました。

　８月 26 日に行われたダグリ岬遊園地サマーフェ

スタと同時開催された同大会に、親子連れなど 20

組が参加しました。同遊園地の流れるプールでスイ

カを拾った参加者は、スイカを運びながら遊園地や

砂浜で様々なゲームを楽しみ、最後にスイカ割りに

挑戦しました。

日本一のスイカ割り

日本一長い流しそば
志布志中学校親父の会（岩崎浩二会長）が日本一長い
142 ｍの流しそばに挑戦しました。

　日本一長い流しそばは、父親の頑張る姿を見ても

らおうと企画され、住民や製麺会社、酒造会社、学

校の先生らの協力を受け同会のメンバーが準備しま

した。９月３日、同中学校正門に集まった生徒ら約

100 人が見守る中、竹をつなぎ合わせた 142 ｍの

コースの最後まで流れ、見事日本一を達成しました。

日本一！

日本一！

日本一！

日本一！山形県酒田市の児童と交流
平成 6 年から続く山形県酒田市との相互交流事業で市
内の小学生 5・6 年生が交流しました。

　８月４日と５日、酒田市 9 名、志布志市 9 名、

計 18 名の小学生が交流研修を行いました。

　台風接近の中、大幅に日程変更をして行われた研

修でしたが、志布志市でのホームスティを経験した

酒田市の研修生は「家族が自分を温かく受け入れて

くれ嬉しかった」と感想を話しました。
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長年の警察犬訓練に感謝状
鶴田哲夫さん（志布志町志布志）に九州管区警察局長
から感謝状が贈られました。

　８月 23 日、鶴田さんが市長室を訪れ、受賞を報

告しました。鶴田さんは 40 年近く前から嘱託警察

犬の訓練を始め、大会で 50 回以上優勝、日本一も

3 回獲得しています。現在も朝 3 時から 6 時まで 3

匹を訓練する鶴田さんは「訓練は大変だが自身の健

康づくりにも役立っている」と話しました。

東九州自動車道の志布志有明インターチェンジ（仮称）新
設決定を祝して式典が行われました。

　８月 23 日、市役所本庁において行われた式典で

くす玉を割り新設決定を祝いました。志布志有明Ｉ

Ｃは、志布志ＩＣと大崎ＩＣの間の有明町野井倉に、

鹿屋方面への行き来のみ乗り降りできるハーフイン

ターとして整備され、志布志港や臨海工業団地から

のアクセス向上、物流機能の向上が図られます。

志布志有明ＩＣ新設決定

整備促進大会を盛大に開催
国際バルク戦略港湾整備促進大会が開催され整備への財
源確保と早期供用を求める大会決議が採択されました。

　８月 26 日、市文化会館で開催された同大会に港

湾、農業、行政関係者など約 850 人が参加しました。

　大会では県知事や地元選出の国会議員から祝辞を

いただいたほか、畜産関係団体の代表 2 人が意見

発表を行いました。整備事業は平成 33 年度までの

5 年間で、総事業費は 106 億円が見込まれています。

市内の妖怪スポットを観光ガイドの案内で巡り、文化
財について学習しました。

　8 月 11 日、志布志市内の親子を対象に、市内に

残る妖怪スポットを見学しながら、志布志市の歴史

を学びました。参加者は「夏休みに、親子で参加で

きてよかった。子どもも怖がらずに楽しそうでした。

私（親）も知らないことが多かったので、もっと志

布志市の歴史を知っていきたい。」と話しました。

妖怪巡りバスツアー開催

市青少年研修事業に参加した高校生４名と中学生５名
が元気に帰国しました！

　高校生はシアトル市へ 1 か月間、中学生はカリ

フォルニア州へ 24 日間、ホームステイをしながら

語学研修と異文化体験活動を行いました。

　研修生からは「アメリカの異文化も学んだが、日

本の家族の大切さも強く感じました」と、家族に対

する感謝の気持ちも多く聞かれました。

アメリカでホームステイ体験

田中六大さんの絵本おはなし会が行われ、親子連れな
ど 120 人が参加しました。

　８月 26 日、志ふれあい交流間で行われたおはな

し会は、絵本の読み聞かせや、子どもたちに発表し

てもらった夏休みの思い出に田中さんが絵を描き、

直接プレゼントしました。

　最後は志布志市の自慢をみんなで出し合い、夢の

ある１枚の絵を完成させました。

夏休みの思い出を絵にしました

林道「御在所岳線」の起工式が田之浦神楽の里ふるさ
と交流館で行われ、工事の安全を祈願しました。

　８月 18 日、市長、市議会議長のほか大隅地域振

興局農林水産部長や森山衆議院議員も出席して神事

に続き起工式が行われました。御在所岳線は、事業

費約 16 億円、延長 7,200 ｍの森林管理道で、平成

37 年度の完成を予定しており、開設されれば地域

の木材を安定的に供給できるようになります。

林業の活性化が図られます

水の作文で農林水産大臣賞受賞
有明中２年の田中恵仁さんの作文が全日本中学生水の
作文コンクールで農林水産大臣賞に選ばれました。

　８月 22 日、田中さんがご家族、校長先生ととも

に教育長に受賞を報告しました。農林水産大臣賞は

全国１万 6,725 作品の中から選ばれた、内閣大臣

賞に次ぐ優秀賞で、8 月 1 日に東京都で表彰式が行

われました。田中さんの作文「父祖の思いを受け継

ぐ」は国土交通省のホームページでご覧になれます。
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長年の功績が表彰されました
立山芳太郎選挙管理委員会委員長が、全国市区選挙管
理委員会連合会表彰を受賞しました。

　５月 25 日、全国市区選挙管理委員会連合会総会

において表彰されました。立山委員長は、平成 20

年５月 20 日から選挙管理委員として、平成 26 年

２月 23 日からは同委員長としてご尽力いただいて

おり、これまでの選挙の管理執行及び啓発活動への

功績が認められ表彰されました。

谷村美弥さんに地域おこし協力隊員の委嘱状を交付し、新
たな隊員が加わりました。

横峯心さん（潤ヶ野小６年）、八代ひなたさん（香月小６年）、
徳田侑紗さん（志布志中３年）が県代表に選ばれました。

市は公益社団法人志布志市シルバー人材センターと空き
家等の適正な管理の推進に関する協定を締結しました。

　９月１日、市長室において地域おこし協力隊の委

嘱状の交付を行いました。谷村さんが地域おこし協

力隊員に加わったことで、隊員は 12 名になりまし

た。谷村さんは、企画政策課に配属され、志布志市

のブランド開発や情報発信、地元イベントの企画、

参加などを通して、地域活性化に取り組みます。

　代表に選ばれた 3 人は、９月 17 日に大阪市で開

催される全日本都道府県対抗少年剣道優勝大会に出

場します。また、横峯さんと八代さんは、10 月８

日に宮城県で開催される全国道場少年剣道選手権大

会にも県代表としての出場が決定しており、日々の

稽古の成果が期待されます。

　8 月 30 日、やっちくふれあいセンターで鹿大共

同獣医学部小澤真准教授が講演されました。

　講演後は、松山地区家畜指導センターに移動して

実地演習が行われました。実務実践型演習では仮設

基地でマスクや防護服を着用し、実際に捕鳥、運搬

作業を行うなど一連の防疫作業を行いました。

　８月 30 日、志布志市シルバーワークプラザで協

定締結式が行われました。協定により市とシルバー

人材センターが連携することで、空き家等所有者が

シルバー人材センターに除草や樹木の剪定、見回り

等の業務を依頼しやすくなり、景観美化や空き巣対

策など防犯対策が図られます。

新しく地域おこし協力隊が着任

剣道県代表として全国大会出場 空き家を安全・快適に管理します

鳥インフルエンザ発生を想定した訓練に自治体職員、自衛
隊、鹿大共同獣医学部の学生等約 400 人が参加しました。

鳥インフルエンザ防疫演習

志布志町の天堤自治会（自治会長：溝口六郎さん）が道
路愛護に功績があったとして県知事から表彰されました。

　８月 28 日、市役所本庁において表彰式が行われ、

天堤自治会のみなさんが受賞されました。天堤自治

会では、長年にわたり集落内道路清掃活動を行って

おり、平成 5 年からは県道今別府串間線の除草等

にも自主的に取り組んでいます。活動は、自治会員

の情報交換の場にもなっているそうです。

天堤自治会が県知事表彰受賞

スポーツの楽しさ・魅力を再発見
トップアスリートがボールを使う運動の楽しさや技術を指
導する S

そ ん ぽ

OMPO ボールゲームフェスタが開催されました。

　８月 27 日、市運動公園体育館で開催されたボー

ルゲームフェスタに市内の親子連れや小学生等 177

人が参加しました。午前中は 5 歳から小学 3 生ま

でを対象に「ボールであそぼう」が行われ、参加し

た児童や保護者は、ボールやふうせんで楽しく遊び

ながら運動能力の向上を図りました。

全国和牛能力共進会出場決定
徳重祐太朗さん（志布志町内之倉）の「よりこ号」が全国
和牛能力共進会（全共）の鹿児島県代表牛に決定しました。

　７月 29 日と 30 日、霧島市で開催された全共鹿

児島県最終予選会に、曽於地区代表として志布志市

から 7 頭の牛が出品され、「よりこ号」が第 3 区（若

雌・生後 17 ～ 20 か月未満）で鹿児島県代表牛に

決定しました。全共は、和牛のオリンピックと呼ば

れ、5 年に一度優秀な和牛を競う全国大会です。
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高齢者運転免許証自主返納
お買い物特典制度

運転免許証を自主返納される方を応援します！お買い物特典制度について
高齢者運転免許自主返納をして交付された自主返納済証を、有効期限内に右の特典協

賛商店の表示のある協力店舗に掲示すると特典を受けられます。

●協力店舗には、右のポスターが貼ってあります。

●�店舗によって特典を受けられる回数が異なります。また、ししまる健診パスカード

（特定健診受診済証）のお買い物特典との併用はできません。

●�平成 29年４月以降に申請された方を対象に、順次自主返納済証と協力店舗一覧を

送付します。

※平成 29年 10月以降に申請された方は、窓口にて交付します。

●�協力店舗は７月末時点の情報であり、予告なく変更となる場合があります。お買い

物特典は協力店舗にお問い合わせください。また、市ホームページでも確認できます。

高齢者運転免許証自主返納 Ｑ＆Ａ
Ｑ、 対象者は？

Ａ、 次のすべてに該当する方が対象です。
●本市に住所を有する方

●自主返納の日において 65�歳以上の方

●�平成 25�年４月１日以降に、有効期限内のすべての運転免許を自主返

納された方

●市税を滞納していない方

Ｑ、 運転免許を自主返納するにはどうすればいいの？

Ａ、 次の３つの手続きで運転免許を自主返納できます
①�有効期限内のすべての運転免許を警察署に自主的に返納し「申請によ

る運転免許の取消通知書」の交付を受けます。

※警察署での申請は、必ず本人が行ってください。

②�市役所で、高齢者運転免許証自主返納支援事業の申請手続きをしてく

ださい。

③�決定通知書が市役所から郵送されます。決定通知書を受け取ったら、

市役所でタクシー券と自主返納済証を受け取ってください。

＜市役所での申請に必要なもの＞

●認め印（スタンプ式を除く）

●警察署で交付された「申請による運転免許の取消通知書」

●代理人が申請する場合は、代理人の認め印（スタンプ式を除く）

＜申請期限＞　申請による運転免許の取消通知書の交付日から１年間

　志布志市では、平成 25 年４月１日以降に運転免許を自主返納し

た方を対象にタクシー券２万円を無料で交付しています。（１人１

回限り）

　10 月からは、新たに商工会と共同でお買い物特典事業を行います。

  ブレーキとアクセルの踏み間違いや高速道路の逆送
など、全国的に高齢運転者の事故が増加しています。
　加齢による認知能力や判断能力の衰えは自分では気
づきにくいものです。
　一度ご自分の運転を振り返ってみませんか？

10 月から始まります

■問い合わせ先：総務課　消防交通係　℡：474-1111�（内線：214）

企業・店舗等の名称 電話番号

道の駅　松山 487-3800

惣菜・弁当　ふじた 472-0533

中国料理　上海 472-2885

丼や和華 472-2607

花遊膳 472-5425

パン工房　エピ 472-1733

広島風お好み焼　虎豚屋 472-2399

マルキュウ焼肉 472-2277

加藤商店 487-2078

渡辺商店 487-2187

小野商店 475-0027

ショッピング　橋口 474-0121

きりのき精肉店 487-2569

又木鮮魚店 472-0259

奥野菓子店 487-2062

ケーキハウス　カネヤマ 473-2361

天水製茶 472-0172

鬼塚製茶（アピア内） 472-5111

鬼塚製茶　本店 472-0074

柳沢製茶かつき園 472-0170

和香園 475-1023

北崎水産加工 472-1308

港湾通り（アピア内） 472-5111

谷口海産直売店 472-2234

江川商店 487-2063

焼酎蔵　しぶし 473-1558

企業・店舗等の名称 電話番号

ヘアーメイク　S
サ ン

UN★ C
シエル

IEL 472-6766

指宿商会（メロディー・ファ
イテン特約店） 472-0324

かごしま屋（アピア内） 472-5111

ガーゼ工房　あっぷる 472-3882

ツルミ毛糸店 472-0439

東京堂 472-0344

ひじおか 473-2867

ファッションハウス　カツヤ 472-0263

吉原呉服店 472-0171

寝具プラザ　タケサン 479-3687

日の丸屋金物店 472-0345

矢野時計店 472-0010

山下メガネ 472-1147

メガネの福留 477-1335

フラワーショップ　木尾 473-1187

三昧堂商事 472-1466

志布志新生社印刷 472-2422

内山組 472-1051

又木庭園建設 472-2037

小岩屋自動車整備工場 479-1113

志布志ヨコハマタイヤ 472-0982

岡田仏壇製作所　志布志店 472-3863

志布志湾大黒リゾートホテル 473-0001

ダグリ岬遊園地 473-1061

蓬の郷 475-2626

市役所の申請手続き窓口

本 庁：総務課 消防交通係

松 山 支 所：総務市民課 総務係

志布志支所：地域振興課 総務係

自主返納済証

志布志市 

高齢者運転免許証自主返納済証
氏　　名　志布志　太郎

生年月日　昭和○年○月○日 生

住　　所　○○町○○……

特典有効期限  平成 30 年３月 31 日 まで

志布志市

高齢者運転免許証

自主返納お買い物特典

事業協賛店舗

特典協賛商店の表示
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今
年
は
猛
暑
が
続
き
暑
さ
を
乗
り
越

え
る
の
に
大
変
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

９
月
に
な
っ
て
も
上
旬
は
残
暑
が
続

き
ま
す
が
、
下
旬
に
な
る
と
日
が
暮
れ

る
の
も
早
く
な
り
、
昼
夜
の
温
度
差
が

激
し
く
な
り
ま
す
。
少
し
ず
つ
過
ご
し

や
す
く
な
っ
て
い
る
の
に
「
朝
起
き
て

も
体
が
だ
る
い
」「
食
欲
が
な
い
」「
や

る
気
が
で
な
い
」･･･

と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

秋
の
体
調
不
良
は
な
ぜ
起
こ
る
？

◆
「
夏
の
冷
え
」
の
影
響

● 

夏
場
の
冷
房
や
冷
た
い
飲
み
物
を
飲

み
続
け
た
こ
と
に
よ
る「
体
の
冷
え
」

に
よ
り
疲
れ
が
残
っ
た
り
、
胃
腸
の

働
き
が
低
下
し
て
い
る
。

● 

エ
ア
コ
ン
な
ど
の
使
用
で
体
温
を
体

の
中
か
ら
逃
さ
な
い
よ
う
に
血
管
が

収
縮
し
、
血
流
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。

◆
急
激
な
温
度
の
変
化

　

朝
晩
の
気
温
が
下
が
り
涼
し
さ
を
感

じ
る
よ
う
に
な
る
が
、
日
中
は
ま
だ
ま

だ
暑
い
日
が
続
く
た
め
自
律
神
経
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
や
す
く
な
る
。

◆
空
気
の
乾
燥

　

秋
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
空
気
が
ど
ん

ど
ん
乾
燥
し
、
汗
を
か
い
て
も
す
ぐ
に

乾
い
て
し
ま
う
た
め
、
水
分
補
給
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
て
し
ま
う
。
水
分
が

不
足
す
る
こ
と
で
、
便
秘
や
肌
荒
れ
、

の
ど
の
痛
み
な
ど
起
し
や
す
く
な
る
。

◆
日
照
時
間
の
減
少

　

気
温
と
と
も
に
日
照
時
間
が
減
少
。

そ
れ
に
伴
っ
て
気
分
が
落
ち
込
み
、
く

よ
く
よ
と
悩
ん
で
過
ご
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
。

体
の
調
子
を
整
え
る
た
め
に

◆
体
を
温
め
る

　

冷
た
い
飲
み
物
は
控
え
て
温
か
い

ス
ー
プ
や
味
噌
汁
な
ど
を
飲
み
ま
し
ょ

う
。お
か
ず
も
温
め
て
食
べ
た
い
で
す
ね
。

　

お
風
呂
は
湯
船
に
ゆ
っ
く
り
浸
か
り
、

足
浴
や
手
浴
も
お
す
す
め
で
す
。

◆
水
分
を
積
極
的
に
摂
る

　

真
夏
に
比
べ
る
と
喉
の
渇
き
を
感
じ

に
く
く
な
り
ま
す
が
、
常
温
の
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
や
白
湯
な
ど
、
こ
ま
め

に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

◆
適
度
な
運
動
を

　

朝
晩
の
気
温
が
下
が
っ
て
き
た
ら
運

動
も
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

早
朝
の
太
陽
を
浴
び
る
こ
と
で
自
律
神

経
の
働
き
を
高
め
、
体
内
時
計
の
リ
ズ

ム
も
整
っ
て
き
ま
す
。

　

時
間
の
な
い
方
は
、
足
か
ら
心
臓
へ

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
も

お
す
す
め
で
す
。

◆
早
寝
早
起
き
を
習
慣
に

　

早
寝
早
起
き
を
す
る
こ
と
で
体
内
リ

ズ
ム
が
整
い
、
免
疫
力
が
高
ま
り
ま
す
。

　

睡
眠
時
間
は
７
～
８
時
間
を
確
保
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
15
分
～
30
分
の
昼
寝
は
疲
れ

を
取
り
、
集
中
力
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。

◆
秋
の
食
材
を
取
り
入
れ
る

　

旬
の
食
材
に
は
栄
養
素
が
た
っ
ぷ
り

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
つ
ま
芋
も
そ
ろ

そ
ろ
お
目
見
え
す
る
頃
。
熱
に
強
い
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
や
食
物
繊
維
が
豊
富
で
、
便

通
を
整
え
て
く
れ
ま
す
。
里
芋
は
胃
腸

の
働
き
を
助
け
て
く
れ
、
旬
の
秋
刀
魚

や
鮭
な
ど
の
魚
は
、
良
質
な
た
ん
ぱ
く

質
が
豊
富
で
細
胞
の
修
復
を
行
い
ま
す
。

　

腹
八
分
を
心
掛
け
て
旬
の
食
材
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

身
体
の
声
に
耳
を
傾
け
、
夏
の
疲
れ

を
持
ち
越
さ
ず
、
快
適
な
秋
を
過
ご
し

た
い
で
す
ね
。

保健・医療・健康に関する情報を発信！

Health up for Smile! 　保健師・栄養士メモ 
志布志市健康カレンダー（９月・10月）

健（検）診や健康相談・育児相談をご利用ください。

健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
保健課��保健対策係��℡：474�-�1111（内線 164 ～ 168）　問

日曜・祝日当番医

※�夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間急病セ

ンター（℡：482-5899)」までお問い合わせください。

※�都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機関は、電話での

テープ案内（℡ 0986-23-5555）をご活用ください。

※�受診すべきか判断がつかない場合は大隅広域夜間急病セン

ター電話相談（℡ 0994-45-4119）をご利用ください。

季
節
の
変
わ
り
目
を
快
適
に 

～
夏
の
疲
れ
を
残
さ
な
い
過
ご
し
方
～

今月お話しするのは…

保健師の渡邊です！９月

10月

母子手帳の交付日は…
●�本庁：第１・第３水曜日の午後
●�松山支所：第２・第４水曜日の午前
●�志布志支所：毎週月曜日の午前

１歳６か月児健診【13：00 ～ 13：30 受付】
９ 月 20 日（水）：健康ふれあいプラザ
10 月 11 日（水）：健康ふれあいプラザ
３歳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】
９ 月 27 日（水）：健康ふれあいプラザ
10 月 25 日（水）：健康ふれあいプラザ
乳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】
10 月 ５ 日（木）：健康ふれあいプラザ

両親学級【９：20 ～９：30 受付】
10 月 13 日（金）：健康ふれあいプラザ

５歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】
９ 月 14 日（木）：やっちくふれあいセンター
10 月 18 日（水）：健康ふれあいプラザ
２歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】
９ 月 14 日（木）：やっちくふれあいセンター
10 月 12 日（木）：健康ふれあいプラザ
10 月 26 日（木）：有明地区公民館
１歳児お誕生相談【９：30 ～ 10：00 受付】
９月 1 3 日（水）：川西地区公民館
10 月 ３ 日（火）：健康ふれあいプラザ
10 月 24 日（火）：やっちくふれあいセンター
育児相談【10：30 ～ 12：00】
９月 1 3 日（水）：川西地区公民館
10 月 ３ 日（火）：健康ふれあいプラザ
10 月 24 日（火）：やっちくふれあいセンター
育児学級【９：30 ～ 10：00 受付】
９月 2 2 日（金）：健康ふれあいプラザ
10 月 20 日（金）：健康ふれあいプラザ
がん検診

肺 が ん：�９月 14 日（木）、15 日（金）、９月 19 日（火）
～ 22（金）、９月 25 日（月）～ 29 日（金）、
10 月２日（月）～６日（金）、10 月 24 日（火）
～ 27 日（金）、10 月 30 日（月）、31 日（火）

女性がん：�10 月 16 日（月）～ 19 日（木）

※�時間・会場等詳しくは、個別に配布される文書でご確認
ください。

17 日 ひろた小児科 （小児科） ℡ 471-6111

みやじクリニック （内科、放、呼、胃）℡ 471-5000

18 日 さくらやまクリニック （泌尿器科、内科）℡ 472-1100

23 日 手塚クリニック （内科、外科） ℡ 472-5565

24 日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

山口内科 （内科） ℡ 473-1188

１日 松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

８日 石神診療所 （内科、皮膚科）℡ 474-0107

はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

９日 陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

15 日 曽於医師会立有明病院 （内科） ℡ 477-1111

松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

22 日 大山病院 （内科） ℡ 472-1400

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科）℡ 477-1212

29 日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

さくらやまクリニック （泌尿器科、内科）℡ 472-1100

む
し
歯

８月に行われた５歳児歯

科検診で、むし歯も処置

歯も無かった子どもたち

です！
42 ページにも掲載しています。ご覧ください。

　　�琉
りゅうと

斗�ちゃん 　　�ひかり�ちゃん 　　�昊
こうま

磨�ちゃん 　　�凜
りん

�ちゃん
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図書館へ行こう。
～一冊の本との出会いが あなたの人生を変える～

■問い合わせ先：志布志市立図書館�　Tel�：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

８
月
の
新
刊

　

秋
の
お
す
す
め
の
え
ほ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
や

い
ろ
ん
な
秋
の
本
を
幅
広
く
、
集
め
た
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
見
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
！

「 秋 」
図
書
館
が
お
す
す
め
す
る
『
テ
ー
マ
図
書
』

Information
◆矢野大和口演会「吉四六さんとまちづくり」を開催します！
　９月 27日（水）18時 30分から志ふれあい交流館で、志布志市生涯学習
まちづくり研究会 15 周年、市立図書館開館 20周年を記念して、おおいた
観光特使の矢野大和さんの口演会を開催します。ただ今入場整理券を発行中
です。皆様の多数の参加をお待ちしています。

◆�読書感想文・感想画コンクールの作品を募集します！
　一冊の感動の本との出会いを求めて、幼稚園から保育園、小学生、中学生
を対象に読書感想画を、小中高生、一般を対象に読書感想文の作品をただ今
募集中です。締切りは 11 月 10 日（金）となります。

◆�ブックマーケットを 11月３日 (金・祝 )に開催します！
　ただ今、本館と５つの分館で引換券を発行中です。この機会にお目当ての
本や雑誌、週刊誌や月刊誌をゲットしましょう。

◆�人気の絵本作家のぶみ絵本おはなし会 11月 18日に開催決定！
　市立図書館の開館 20周年を記念し、「いのちのはな」「このママにきーめ
た！」などの『いのち』をテーマにしたおなじみの絵本作家のぶみさんを迎
え開催します。詳細は 10月号でお知らせします。

※�上記について、詳しくは図書館ホームページをご覧になるか、図書館までお気軽にお問い合わせください。

◆
「
ピ
ア
リ
ス
」        　

萩
尾 

望
都
／
著 

　

過
去
が
見
え
る
ピ
ア
リ
ス
。
未
来
が
見
え
る

ユ
ー
ロ
。
幼
い
頃
生
き
別
れ
に
な
っ
た
双
子
の
数

奇
な
運
命
の
物
語
。
萩
尾
望
都
が
90
年
代
に
執
筆

し
た
幻
の
Ｓ
Ｆ
小
説
を
、
カ
ラ
ー
扉
と
多
数
の

イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
初
書
籍
化
。
著
者
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
も
収
録
。

河出書房新社

◆
「 

銀
河
の
通
信
所
」　　
　

長
野 

ま
ゆ
み
／
著 

　

銀
河
通
信
に
つ
な
い
で
ご
ら
ん
。
賢
治
の
声
や

い
ろ
ん
な
声
が
、
聞
こ
え
て
く
る
―
。
足
穂
や
百

間
と
お
ぼ
し
き
人
々
か
ら
、
詩
や
童
話
の
登
場
人

物
ま
で
が
宮
沢
賢
治
を
語
る
、
未
知
な
る
４
次
元

小
説
。『
文
藝
』
掲
載
を
単
行
本
化
。

河出書房新社

ジ
ュ
ニ
ア

■
「
５
分
間
で
心
に
し
み
る
ス
ト
ー
リ
ー
」 

編
：
エ
ブ
リ
ス
タ

児 

童
■ 

「
メ
ア
リ
と
魔
女
の
花
」 

原
作
：
メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト　
　
　
　
　

脚
本
：
坂
口 

理
子　

脚
本
・
監
修
：
米
林 

宏
昌　

監
修
：
ス
タ
ジ
オ
ポ
ノ
ッ
ク

■「
デ
ィ
ズ
ニ
ー 

ア
バ
ロ
ー
の
プ
リ
ン
セ
ス
エ
レ
ナ　

エ
レ
ナ
と
ア
バ
ロ
ー
の
秘
密
」

文
：
大
畑 

隆
子

一 

般
■
「
少
女
は
夜
を
綴
ら
な
い
」 

著
：
逸
木 

裕

■
「
君
が
夏
を
走
ら
せ
る 

」  

著
：
瀬
尾 

ま
い
こ  

■
「
ゴ
ー
ス
ト
」 

 
 

編
： 

中
島 

京
子

休館日のお知らせ
【９月】　19日（火）、20日（水）、25日（月）

【10 月】　２日（月）、10日（火）、16日（月）、18日（水）、23日（月）、30日（月）

おはなし会へ出かけよう！
９月・10 月（土曜日開催）

本館
10時30分�～

９月 16 日、23 日、30 日
10 月 7日、14 日、21 日、28 日

志布志分館
10時30分�～ ９月 16 日

安楽分館
10時30分�～ 10 月７日

香月分館
10時30分�～ ９月 30 日

松山分館
14時�～

９月 16 日
10 月 21 日

有明分館
10時�～

９月 16 日
10 月 21 日

◆志ふれあい交流館「アニメ上映会」
　【毎週日曜日�午後３時～】
　９月 17 日、24 日
　10 月 １ 日、８日、15 日、22 日
※�内容はせなけいこ�おばけビデオ「ばけも
のづかい」など。

Ecology
Communication

本庁�市民環境課�環境政策室�環境政策係　℡：474�-�1111（内線 134）
松山支所�総務市民課�℡：487�-�2111（内線 224）志布志支所�市民税務課�℡：472�-�1111（内線 224）問

毎年９月 20 日から 26 日は動物愛護週間です
～人間と動物が共に生きていける社会を目指して～

エコ通信

　現在、陶器については資源ごみとして回収し、機械により破砕して路盤材等として

活用しています。また、破砕した陶器は主に３mm程度の粒状で、水はけが良いこと

から庭へ敷く砂利等の代用として使用できます。

　破砕した陶器を無償で提供しますので、希望される方は市役所市民環境課にある見

本をご確認の上、お申し込みください。

※状況により雨で流出することもありますのでご注意ください。

～毎年９月 24日から 10月 1日は環境衛生週間です～

　国は、９月 24 日を「清掃の日」、10 月１日を「浄化槽の日」とし、これを結ぶ期間を「環境衛生週間」と定め

ています。期間中は、もったいない精神の啓発やリサイクルの推進、浄化槽の適正管理、合併浄化槽の普及促進に

よる生活環境の保全、公衆衛生の向上を呼びかけています。

　市民の皆様におかれましては、「環境衛生週間」の趣旨をご理解いただき、家の周りの清潔保持やごみの適正な

分別排出、合併浄化槽の設置による家庭排水の適正処理へのご協力をお願いします。

陶器破砕物を希望者へ提供します

　動物愛護管理法では、すべての人が「動物は命あるもの」で

あることを認識し、みだりに動物を虐待することのない人間と

動物が共に生きていける社会を目指します。

　動物の習性をよく知った上で適正に取り扱い、国民の間に広

く動物の愛護と適正な飼養についての理解と関心を深めていた

だくため動物愛護週間を定めています。

寄せられる苦情や意見

　犬や猫の飼い方について、多くの苦情や意見が寄せられてい

ます。特に猫の飼い方について多くの苦情が寄せられています。

『猫が家の敷地に入り家庭菜園や花壇が荒らされる』『フンや尿

を撒き散らされる』『近隣の人が野良猫にエサを与えることで

猫が居座ってしまい住民トラブルに発展してしまった』などの

事案もあります。

　また、犬や猫を飼っている人は気付きにくいですが、犬や猫

が嫌いな人、アレルギー等で近づけない人がいることを認識し

なければなりません。

　このような苦情や意見は、飼い主がモラルとマナーを守って

最後まで飼うことで防ぐことができます。

　ご近所とも良好な関係を保ち、ペットと大切な時間が過ごせ

るよう、飼い主のみなさんのご協力をお願いします。

平成 29 年度動物愛護週間ポスター

デザイン絵画コンクール最優秀作品

（今年度動物愛護週間ポスターに使用されています）

拡大

佐々木 美波 さん （岩手県在住）

作品に関するコメント：私の住んでいる宮古でも、地震、
津波と、災害を受けました。私は犬を飼っているのですが、
避難所に連れていくことができず、ずっと心配していた記
憶があります。もし、これから災害が起こることがあった
ら、ペットも一緒に避難できるように、ペットに避難する
ときのためのしつけをしっかりしてほしいという思いで描
きました。
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～ 『志』・季・折・々 ～
市内の美しい風景や、歴史・文化を感じさせて

くれるもの等を写真でご紹介します。

読者の皆様からの写真のご提供も、

お待ちしています。

【今月の１枚：サボテンの花（蓬原地区 久神さん宅）】

短
歌
（
南
船
志
布
志
短
歌
会
）

い
つ
の
日
か
み
ん
な
独
り
に
な
る
現
し
世
に
朝
顔
一
輪
愛
で
る
優
し
さ�

　
　

暉
峻　

康
瑞

機
の
描
く
幾
何
学
も
よ
う
の
一
点
に
な
り
す
ま
し
た
る
昼
の
三
日
月�
　
　

池
ノ
上
一
枝

連
日
の
火
山
灰
吹
く
空
に
景
を
閉
じ
直
に
ひ
と
日
の
歌
に
学
び
ぬ　
　
　
　

�　

川
井
田
登
志
子

声
上
げ
て
己
見
よ
と
て
足
に
け
る
や
が
て
こ
の
足
地
球
を
け
ら
む�

　
　

林　
　

靜
子

ば
ら
の
花
散
り
た
る
細
き
枝
先
に
ま
ろ
く
小
さ
な
実
の
生
ま
れ
ゐ
る�

　
　

平
川　

澄
子

忘
れ
じ
と
メ
モ
り
し
メ
モ
を
忘
れ
来
て
頼
り
の
記
憶
に
我
が
試
さ
る
る�

　
　

益
倉　

睦
美

何
処
よ
り
さ
庭
飛
び
交
ふ
数
十
匹
梅
雨
の
晴
間
を
喜
喜
と
し
秋
津　

�

　
　

宮
原　

順
子

の
ぼ
り
来
る
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
る
稜
線
だ
け
が
闇
に
浮
き
出
で�

　
　

山
田　

和
子

窓
に
月
今
宵
三
晩
眺
め
い
て
倖
せ
願
う
一
夜
の
祈
り�

　
　

山
元
ハ
ツ
ミ

短
歌
（
は
な
さ
い
短
歌
会
）

気
を
取
り
直
せ
と
云
い
な
が
ら
木
槿
が
咲
く
一
日
花
の
く
せ
に�

　
　

南　
　

史
郎

義
母
か
ら
の
盆
の
し
き
た
り
受
け
継
い
で
先
祖
の
好
物
を
朝
夕
供
膳
に�

　
　

渡
辺
ク
ミ
子

ク
ー
ラ
ー
の
き
き
し
部
屋
よ
り
出
で
た
れ
ば
夜
風
は
涼
し
盆
送
り
の
日�

　
　

篠
原　

順
子

老
い
に
つ
れ
進
む
ど
忘
れ
今
朝
も
又
鍵
や
眼
鏡
何
処
に
置
い
た
や
ら�

　
　

内
山　

幸
夫

「
何
歳
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
」
問
わ
れ
れ
ば
八
十
八
歳
と
微
笑
み
返
す�

　
　

東
郷
ミ
イ
子

台
風
の
お
き
み
や
げ
か
な
二
重
虹
落
ち
込
む
心
晴
れ
晴
れ
と
な
り�

　
　

下
戸
富
美
子

び
ろ
う
島
が
近
く
に
見
え
る
満
潮
時
ぼ
ん
や
り
浮
か
ぶ
砂
浜
の
景
色�

　
　

篠
田　

紀
子

此
処
波
止
場
今
日
で
百
回
よ
く
来
た
と
海
神
様
の
褒
め
言
葉
聞
く�

　
　

中
園　

茂
甚

甲
子
園
勝
利
に
向
か
い
ひ
た
す
ら
に
頑
張
る
球
児
に
拍
手
を
お
く
る�

　
　

江
蔵　

成
子

試
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ぬ
地
球
人
天
災
・
人
災
押
し
寄
せ
た
日
々�

　
　

江
口
さ
く
ら

冷
凍
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
ゆ
っ
く
り
馴
染
む
忙
中
の
ゆ
と
り　

西　
　

恭
子

川
柳
（
志
布
志
川
柳
会
）

薄
化
粧��

歳
そ
れ
ぞ
れ
の��

身
だ
し
な
み　
　

江
藤　

房
子

迎
え
火
を��

天
ま
で
届
け��

道
し
る
べ　
　
　

上
東
マ
キ
エ

売
り
出
し
に��

笑
い
を
誘
う��

チ
ン
ド
屋　
　

高
田　

秀
雄

会
場
を��

笑
い
で
包
む��

腹
話
術　
　
　
　
　

髙
田　

昭
秋

罪
の
無
き��

笑
い
上
戸
は��

福
の
神　
　
　
　

末
永　

一
雄

全
力
を��

尽
く
し
た
後
の��

爽
快
さ　
　
　
　

赤
池　

忠
重

甲
子
園��

や
っ
た
サ
ヨ
ナ
ラ��

ホ
ー
ム
ラ
ン　

内
山　

幸
夫

文
芸

Japanese Poem of 31syllables 
*Haiku Poem*Comic Haiku*



隊員活動レポート  ⑦
第７回目は、昨年 5月から活動している港湾商工課の江口愛子さん、今年 6月か

ら活動している渡辺塁さんの活動報告です。

江口 愛子 隊員　　　　　港湾商工課 ２年目

  志布志市の地域おこし協力隊に着任して、1 年 4 か月

が過ぎました。主な業務内容である体験型観光につな

がらないかと志布志の自然や歴史、祭り、食など、一

年を通して触れて来ました。

  これまで様々な志布志の魅力を見つけてきたのです

が、ある時、農政畜産課の方が淹れてくださったお茶

の味にとても感銘を受けました。正しい淹れ方で淹れ

るとお茶の旨み・甘みを強く感じられる事、お茶を正

しく淹れるのは贅沢な時間を過ごせる事に感動し、今

年の 6 月に、ワークショップ「志布志のお茶を堪能し

ようの会」を開催することになりました。開催にあた

り、イベント企画から講師の招請、開催場所の決定など、

初めての事ばかりで手探りでしたが、農政畜産課をは

じめ多くの方に助けていただき、何とか開催までこぎ

つけられました。終わってみれば、もっと休憩時間を

挟めば良かった、開催場所までの誘導看板が足りなかっ

た等、反省点は山ほどありましたが、通常業務ではで

きない貴重な経験ができ大変勉強になりました。

  今後の活動目標については体験型観光はもちろん、自

分の能力を生かしつつ多方面で志布志市の良さを多く

の方に広めていきたいと思います。

渡辺　塁 隊員　　 耕地林務水産課  １年目

　６月から地域おこし協力隊の一員として、神奈川
県から移住して参りました。主な業務は、榊・シキ
ミの栽培、管理、運営です。生産者の方の畑や作業・
加工場などでお手伝いをしながら研修させていただ
いています。 
　一般にはあまり知られてはいないと思いますが、
鹿児島県はシキミの生産が日本一で、その中でも志
布志市は特に盛んな地域なのだそうです。
　シキミは、主に仏壇やお墓のお供えに使用される
植物で、地域や宗派によって多少違いはありますが、
関西、瀬戸内地方を中心によく利用されています。
　また、独特の香りもあり、お線香の薫香料として
も使用されているそうです。( 全草に有毒成分があり、
口に入れたりするのは危険だそうです。個人的には
好きな香りなので自宅で花瓶に挿し、香りを楽しん
だりしています )
　榊は、本榊とヒサカキの二種類があり、どちらも
神事や神棚などに用いられています。本榊はヒサカ
キに比べ葉が大きいのが特長で、ヒサカキは葉の周
りがギザギザしていて、実は染料としても使用され
ています。
　今現在、多くの需要はあるものの、生産者の高齢
化などで生産が安定しない傾向にあります。今後は
耕作放棄された土地などを有効利用し、生産・品質
の向上と安定を図り、榊・シキミの「志布志ブランド」
確立を目指して努めてまいりたいと考えています。

榊・しきみ出荷作業の様子「志布志のお茶を堪能しようの会」での一枚
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志
布
志
市
の
本
質
的
な
価
値
や
発
展

の
可
能
性
を
テ
ー
マ
と
す
る
本
コ
ラ
ム
、

前
回
に
引
き
続
き
、
全
国
的
に
制
度
の

あ
り
方
や
各
自
治
体
の
取
組
姿
勢
が
話

題
と
な
っ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に

つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

来
た
る
９
月
22
日
に
、
ふ
る
さ
と
納

税
大
手
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
」
を
運
営
す
る
ト
ラ
ス
ト
バ

ン
ク
社
が
毎
年
全
国
各
地
で
開
催
し
て

い
る「
ふ
る
さ
と
納
税
全
国
サ
ミ
ッ
ト
」

の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
が

志
布
志
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
初
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
担
当
し
て

い
る
自
治
体
職
員
同
士
の
交
流
の
場
と

し
て
の
側
面
が
大
き
か
っ
た
同
イ
ベ
ン

ト
も
、
回
を
追
う
ご
と
に
各
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
新
た
な
試
み
が
積
み
重
ね

ら
れ
、
近
年
は
自
治
体
職
員
だ
け
で
な

く
、
関
連
事
業
者
や
生
産
者
、
一
般
の
方

へ
も
広
く
門
戸
が
開
か
れ
は
じ
め
、
地
域

活
性
化
に
お
い
て
も
大
き
な
意
義
の
あ

る
、
多
様
な
催
事
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

３
年
目
と
な
る
今
年
は
地
域
振
興
に

関
す
る
各
テ
ー
マ
を
開
催
地
ご
と
に
設

定
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
き
っ
か
け
に

起
こ
っ
た
各
地
域
の
変
化
を
掘
り
下
げ

る
こ
と
を
基
本
事
項
と
し
て
全
国
各
地

で
開
催
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
九
州
地
区
で
は

志
布
志
市
を
事
務
局
・
開
催
地
と
し
て

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
初
か
ら
こ
れ
ま
で
、
九
州
地
区
に

お
い
て
は
平
成
27
年
度 

長
崎
県
平
戸
市

に
よ
る
開
催
、
平
成
28
年
度 

宮
崎
県
都

城
市
に
よ
る
開
催
、
と
寄
付
額
が
全
国

首
位
と
な
っ
て
い
る
自
治
体
に
よ
る
開

催
が
恒
例
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今

年
は
志
布
志
市
で
の
開
催
の
運
び
と

な
っ
た
こ
と
は
、
前
回
（
第
37
回
）
コ

ラ
ム
で
詳
述
の
通
り
、「
金
券
や
電
子
マ

ネ
ー
な
ど
金
銭
類
似
性
の
高
い
も
の
」

「
電
気
・
電
子
機
器
や
貴
金
属
な
ど
の
資

産
性
の
高
い
も
の
」「
寄
付
額
に
対
す

る
返
礼
品
の
調
達
価
格
の
割
合
の
高
い

も
の
」「
価
格
が
高
額
な
も
の
」
と
い
っ

た
制
度
本
来
の
趣
旨
に
反
す
る
返
礼
品

に
よ
ら
ず
、
地
域
内
で
生
産
・
加
工
さ

れ
た
農
水
畜
産
物
の
特
産
品
の
魅
力
を

最
大
限
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
事
業
が
推
進
さ
れ
て
き
て
い
る

こ
と
へ
の
一
定
の
評
価
が
第
３
者
機
関

か
ら
も
得
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
こ
と
の

証
な
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
「
鹿
児
島
地
域
で
の
初
開
催
に
ど
の

よ
う
な
テ
ー
マ
を
込
め
る
か
」
に
つ
い

て
、
近
隣
自
治
体
と
も
入
念
に
検
討
が

さ
れ
た
結
果
、
主
題
を
「
九
州
サ
ミ
ッ

ト
in
鹿
児
島
県
大
隅
半
島
～
地
域
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
～
」
※1
と
し
、
開
催
に

お
い
て
は
大
隅
地
区
全
自
治
体
の
４
市

５
町
共
催
に
よ
る
「
目
的
・
目
標
の
共

有
」
と
「
今
後
の
展
開
に
も
つ
な
が
る

連
携
強
化
」
を
特
に
重
視
し
て
、
最
終

準
備
に
入
っ
て
い
る
模
様
で
す
。

　

内
容
も
総
務
省
の
有
識
者
と
し
て
招

聘
さ
れ
て
い
る
講
師
に
よ
る
「
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
の
最
新
動
向
に
関
す
る
基

調
講
演
」「
全
国
有
数
の
地
域
活
性
化

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
事
業
者
の
事
例
紹

介
」「
地
方
物
産
展
の
売
上
日
本
一
を

達
成
さ
せ
た
カ
リ
ス
マ
バ
イ
ヤ
ー
に

よ
る
大
隅
地
域
の
生
産
者
ア
ワ
ー
ド
」

「
大
隅
の
食
を
堪
能
す
る
お
月
見
交
流

会
」
や
大
隅
特
産
品
の
試
食
販
売
に
加

え
、
大
隅
各
地
の
マ
ル
シ
ェ
が
集
合
す

る
「
大
隅
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
祭
（
９

月
23
日
＠
あ
す
ぱ
る
大
崎
）」
な
ど
官

民
共
同
の
広
域
地
域
間
連
携
な
ら
で
は

の
企
画
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
、

県
内
で
は
も
ち
ろ
ん
全
国
に
お
い
て
も

特
に
充
実
し
た
取
組
に
、
全
国
か
ら
も

多
く
の
問
い
合
わ
せ
と
参
加
申
込
み
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

地
域
内
の
各
自
治
体
や
地
域
団
体
と

緊
密
な
連
携
を
し
つ
つ
、
そ
の
取
り
ま

と
め
役
と
な
っ
て
い
る
志
布
志
市
の
求

心
力
や
運
営
能
力
に
も
県
内
外
で
一
層

の
着
目
と
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
る
展
開
に

大
き
な
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、「
モ

ノ
（
特
産
品
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
）」、「
コ

ト
（
地
域
ブ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ー
リ
ー
）」、

だ
け
で
な
く
「
ひ
と
（
地
域
の
人
間
力
・

運
営
力
等
）」
に
お
い
て
も
志
布
志
市
が

全
国
有
数
の
地
域
と
し
て
さ
ら
に
躍
進

す
る
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

※ 

１
：
九
州
サ
ミ
ッ
ト
in
鹿
児
島
県
大

隅
半
島
～
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

～
（https://w

w
w

.furusato-tax.jp/

feature/a/furusato-sum
m

it2017

）

本庁�企画政策課�地方創生推進室（シシガーデン事務局）℡：474-1111（内線 254）問

志布志市が取り組む「ブランドづくり」を紹介します！

こ こ ろ ざ し ブ ラ ン ド 通 信 Shibushi Brands News 

『「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
活
用
と
志
布
志
の
あ
る
べ
き
地
域
活
性
⑤

〜
「
ふ
る
さ
と
納
税
九
州
サ
ミ
ッ
ト
（
開
催
日
：
平
成
29
年
９
月
22
日
‐
開
催
地
：
志
布
志
市
）」
を
迎
え
て
〜
』

こ
こ
ろ
ざ
し
コ
ラ
ム　

第
38
回

コラムニスト：ふじやま学校 

代表取締役 坂本貴弘　神奈川

県出身。志布志ブランド推進

アドバイザーとしてブランド

作りに携わる。東京大学卒業。



　市国民健康保険では、積極的に健康の増進に努めた次の世帯に対して、平成 29 年度

から特典を進呈することとしました。今年度は、本市で使える１万円分の商品券です。

　つきましては、対象となった世帯には、10 月上旬までに支給通知書を送付します。

　また、支給対象世帯は平成 29 年度の健康づくり推進大会にて表彰する予定となって

いますが、支給通知書が届いた方で大会当日の表彰式に出席できない方や都合が悪く

出席できない方はご連絡ください。

◆�支給対象：次のいずれにも該当する国民健康保険の世帯の世帯主（単身世帯につい

ては 30 歳以上）

● 前年度において、被保険者全員が保険診療を受診しなかった世帯

　 ただし、当該世帯に 30 歳以上の特定健康診査または若年者健診の対象となる被保険

者がいる場合は、当該被保険者全員が当該健診（情報提供等を含む。）を受診してい

る世帯

●国民健康保険税を完納している世帯
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　市では、公正な滞納処分に資するため以下の財産について公売を実施します。

◆公売方法：入札方式　　

◆�携行品：印鑑（認印可、シャチハタ不可）、身分証明書（運転免許証等）

　公売保証金（現金または小切手で納めてください。）

※代理人による入札の場合、委任状及び代理人の印鑑・身分証明書

◆その他：いずれも公簿表示で現況渡しです。

税の広場

今月の納税

口座振替日：

1 0 月 ２ 日（月）

　口座振替をされる方は、口座振替日の前日
までに残高確認をお願いします。

●固定資産税（３期）
●国民健康保険税（５期）
●介護保険料（５期）
●後期高齢者医療保険料（５期）

※�納税証明等の交付について

　金融機関等で納付してから市役所で納付確
認ができるまで、約１週間程度かかる場合が
あります。納付後、早急に納税証明等が必要
な場合は領収書等をお持ちの上、交付請求し
てくださいますようお願いします。 本庁��税務課　℡：474-1111　滞納整理係（内線 152・153）�

収納管理係（内線 147・148）問

志布志市の税金に関することや滞納処分の状況をご紹介します。

Tax Information

納　期　限：

平成29年度 滞納処分等実施状況について
　
生
活
状
況
に
よ
り
一
度
に
納
税
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
や
失
業
・
病
気
等
で

収
入
が
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

庁
・
各
支
所
の
税
務
窓
口
で
納
税
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、

大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不動産など）を差し押

さえることになります（法律では、「督促状を発した日から起算して 10

日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなけれ

ばならない」と定められています）。

◆差押えを実施した件数
　（平成 29 年度 ４～７月） 9 1 件
差押えの内容：
●債　権：24 件　●預貯金：48件

●不動産：13�件　●給　与：５�件

●動　産：１�件

不動産公売会を実施します。
国民健康保険の財政は、

危機的状況です！
特定健診を受診した場合と受診していない場合の生活習慣病に

かかっている方の一人当たり医療費は、特定健診を受診してい
ない場合の方が、統計的に「約 27 万円」高くなっています。

特定健診の受診の有無により、医療費も増減することになり
ますので、国民健康保険の皆様も特定健診を受診するよう

お願いします。　

シリーズ・国保

本庁��税務課　滞納整理係　℡：474-1111　（内線 153）�問

売却区分番号 公売財産の名称、性質及び数量 見積価額 公売保証金

29-28 松山町尾野見字大野原 894 番 509　田 ( 現況：畑 )　2,439㎡ 537,000 円 60,000 円

29-29 松山町尾野見字大野原 894 番 510　田 ( 現況：畑 )　2,445㎡ 538,000 円 60,000 円

29-30 志布志町内之倉字樽野 575 番１　山林　3,825㎡ 345,000 円 ―

29-31 有明町伊﨑田字牧 2851 番　畑 ( 現況：山林 )　488㎡ 28,000 円 ―

29-32 有明町伊﨑田字西ノ迫 2889 番　雑種地 ( 現況：山林 )　2,358㎡ 33,000 円 ―

29-33 有明町野神字水道 2708 番６　原野　3,849㎡　 53,000 円 ―

● 10 月 24 日（火）入札実施分（９時 30 分受付　10 時入札）　　入札会場：有明地区公民館小会議室１

！

９ 月 2 5 日（月）

※ 売却区分番号 29-28、29-29 及び 29-31 は農地のため、入札に参加するためには、「買受適格証明」を提出して

いただきます。「買受適格証明」については、９月 29 日（金）までに申請してください（転用しようとする場

合の申請はできません）。詳細については、志布志市農業委員会（℡：487-2111 内線 302）にお問い合わせく

ださい。

※公売物件の詳細については、ホームページ及び本庁・各支所窓口にあるチラシをご覧ください。

国民健康保険を１年間使わなかった世帯に商品券を進呈します！

■問い合わせ先：保健課�国民健康保険係　℡：474-1111�（内線：122 ～ 125）

１年間健康でいた

方を表彰します！

保養所利用に関する利用に対して、問合せが多い内容を掲載します。　　

ご確認の上ご利用ください。

Ｑ、 妻が保養所利用券を持っていますが、使用
しておらず、利用券が余っています。　　
夫である私が利用することができますか？

保養所利用助成　Ｑ＆Ａ

Ａ、  保養所利用券は、利用券に記載された本人
しか利用できませんので、使用しないでく

ださい。

Ｑ、 保養所利用料金が 500 円の場合は、保養
所利用券（200 円）を３枚使用できますか？

Ａ、  この場合は、保養所利用券（200 円）を２
枚使用し、利用者から 100 円を保養所へ支

払ってもらうことになりますので、３枚使

用することはできません。



こ
ん
な
ハ
ガ
キ
が
き
た
ら
注
意
！

　

県
内
各
地
で
不
審
な
ハ
ガ
キ
が
大
量
に
発
送
さ
れ

て
い
ま
す
。

◆
注
意
点

● 

身
に
覚
え
の
無
い
ハ

ガ
キ
や
電
話
は
、
詐

欺
の
可
能
性
が
高
い

こ
と
か
ら
無
視
し
、

自
分
か
ら
絶
対
に
連

絡
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

● 

訴
訟
提
起
な
ど
の
重

要
書
類
が
ハ
ガ
キ
で

送
ら
れ
て
く
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

資
料
：
鹿
児
島
県
警
生
活
安
全
企
画
課

■
問
い
合
わ
せ
先
：
市
役
所  

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
７
）
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年金知っ得!?

インフォメーション

pension

「共生・協働・自立」
皆でつくろう

のまち

consumer 
affairs

男女共同参画
もっと身近に！

Gender 
Equality

消費生活相談
知ってる？

community

NPOの活動に参加してみませんか？

　「NPO」とは「NonProfit Organization」の略称で、

保健・福祉や環境保全などの社会貢献活動を行い、

収益が上がっても構成員に分配せず、団体の活動目

的を達成するための費用に充てる「民間の非営利組

織」のことです。

　NPO は、公益法人、市民活動団体など法人格の有

無に関係なく含まれますが、社会貢献活動を行う法

人格を持たない市民団体を「NPO」、所轄庁の認証を

受け法人格を付与された団体（特定非営利稼動促進

法に基づく）を「NPO 法人（特定非営利活動法人）」

と区別されています。

　NPO は法人格の有無を問わず、自治体や企業では

扱いにくい多様なニーズに対応する活動を自発的に

行う社会的重要な役割として期待されています。

　これらの活動は、行政告知放送や市のホームペー

ジで随時告知してみなさんの参加を募っていますの

で、新たな感動の発見及び自身のスキルアップのた

めに、幅広く活躍している各団体の活動に参加して

みませんか。

ご
存
知
で
す
か
？
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）

は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料

を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、
保

険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
厚
生
年
金
・
共

済
組
合
等
に
加
入
し
て
い
な
い
と
き
は
、
国
民
年
金

に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、

満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
保
険

料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原
則

と
し
て
10
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を
持
つ
方
も
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
市
役
所
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・
納
付
猶
予

期
間
が
あ
る
方
へ

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免

除
・
法
定
免
除
）、
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付

特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保

険
料
を
全
額
納
め
た
方
と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金

（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）
の
受
け
取
り
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、
将
来
受

け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め
に
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
古
い
月
分
か
ら

納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
免

除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
３
年
度
目
以
降
の
追
納
の
場
合
、
当
時
の
保

険
料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
納
め
た
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除
に
よ
り
、

所
得
税
・
住
民
税
の
軽
減
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
●
本
庁
市
民
環
境
課
年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１ （
内
線
１
１
６
）

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

７月 25 日、男女共同参画推進懇話会から第３次志布志市男
ひ と

女

がともに輝くまちづくりプラン・第２次志布志市 DV 対策基本

プラン・女性活躍推進計画の策定に向けた提言がありました。

「男女共同参画推進懇話会」とは・・・

　市内の各種団体や一般
公募の 14 名の委員で構成
され、計画策定にむけた
住民意識調査の項目検討
や、計画策定の施策協議
などを行っています。ま
た、計画策定後は、各課
からの事業進捗状況報告に対し、外部評価をしてい
ただき、市民と市役所が連携した内容になっていま
す。今回は計画策定を踏まえて、必要な項目の提言
書を作成し、市に提出しました。

提言内容
Ⅰ�あらゆる分野における男女共同参画の促進

　１�女性登用に向けた市役所の率先垂範

　２�雇用等の分野における男女共同参画の推進

　３�仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の促進

　４�政策・方針決定過程への女性の参画の拡大

　５��農畜林・水産・商工業自営業における男女共同参画の推進

Ⅱ　安心・安全な暮らしの実現

　１�女性に対するあらゆる暴力の根絶

　２�生涯を通じた女性の健康支援

　３�様々な困難を抱えた人たちが安心して暮らせる環境の準備

Ⅲ　男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備

　１�一人ひとりを尊重する意識を育む教育の推進

　２�より積極的な男女共同参画の意識啓発

　３�男女共同参画の視点に基づく防災対策・復興支援の確立

■問い合わせ先：企画政策課  男女共同参画推進室
　℡：474-1111（内線 250・258）

◆志布志市女性支援相談専用フリーダイヤル　

　℡：0120-7
な や む

86-0
おごじょ

54（月�～�金��8：30 ～ 17：00）
◆県女性相談センター　℡：099-222-1467
●月～金曜日（8：20 ～ 17：00、木曜日 20：00 まで）
●日曜日（9：00 ～ 15：00）

■問い合わせ先：企画政策課 地域政策係 

　℡：474-1111（257・252）

提言書を提出する中西浩二
会長と津町千代子副会長

協働笑談会→

ボランティアまつり→

←さんふらわあ
　ターミナル清掃

不審ハガキの一例
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●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所　□□□ － □□□□

●電話番号（　　　）　　　－

お手数ですが

切手をお貼り

ください

8 ９ ９ ７ ４ ９ ２-

郵便はがき

志布志市役所  企画政策課

広報係　行
（No.141/2017- ９）

　

今
月
は
、
志
布
志
町
に
お
住

ま
い
の
大
野
勝
さ
ん
、
ユ
キ
ヱ

さ
ん
ご
夫
婦
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　

昭
和
23
年
に
地
元
の
方
の
紹

介
で
結
婚
し
た
お
二
人
、
若
い

頃
は
か
ら
い
も
を
作
っ
た
り
牛

を
飼
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

３
人
の
子
ど
も
さ
ん
が
高
校

を
卒
業
し
た
後
は
、
大
阪
で
会

社
勤
め
を
し
た
そ
う
で
す
。

　

メ
ッ
キ
工
場
で
働
い
て
い
た

勝
さ
ん
は
「
関
西
弁
に
な
じ
め

ず
初
め
の
う
ち
は
無
言
で
い
ま

し
た
。
帰
っ
て
き
て
鹿
児
島
弁

を
聞
い
た
時
は
ほ
っ
と
し
ま
し

た
」
と
当
時
の
話
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

プ
レ
ス
工
場
で
働
い
て
い
た

ユ
キ
ヱ
さ
ん
は
「
ス
テ
レ
オ
の

部
品
を
作
る
作
業
中
に
指
を
挟

ん
で
切
っ
て
し
ま
っ
た
の
」
と

当
時
の
壮
絶
な
体
験
を
明
る
く

笑
っ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
足
腰
の
リ
ハ
ビ
リ
に

励
ん
で
い
る
と
い
う
勝
さ
ん
。

ペ
ッ
ト
の
猫
を
可
愛
が
る
優
し

い
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ユ
キ
ヱ
さ
ん
は
、
月
２
回
の

生
き
が
い
大
学
に
通
い
、
ま
た

生
涯
学
習
の
民
謡
講
座
も
受
講

し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

食
事
の
好
み
も
「
嫌
い
な
食

べ
物
は
無
い
。
好
き
な
食
べ
物

は
二
人
と
も
同
じ
」
と
い
う
と

て
も
仲
の
良
い
お
二
人
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
二
人
仲
良
く

元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　 勝さん (91 歳）

　　 ユキヱさん（86 歳）

　　　  　 　  　　　　（志布志町）

あたや 元気やっど！

大きくなぁれ！

キラリ 青春！ 【志布志町】H
ハ リ ー

arry さん　(22 歳）

今月の 題字

中学校　１年

  朱
あ や か

花 さん

　

今
月
は
中
学
校
１
年
、
書
道
準
四

段
の
朱
花
さ
ん
が
題
字
を
書
い
て
く

れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
卓
球
部
に
入
っ
て
い

る
朱
花
さ
ん
。
目
標
の
県
大
会
出
場

に
向
け
夏
休
み
期
間
中
も
練
習
を
頑

張
り
、
最
近
の
大
会
で
は
Ｅ
級
女
子

の
３
位
に
入
賞
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

朱
花
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
、
４
歳

か
ら
習
っ
て
い
る
ピ
ア
ノ
を
生
か
せ

る
仕
事
に
就
き
た
い
と
の
こ
と
で
幼

稚
園
教
諭
か
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
り
た

い
た
い
そ
う
で
す
。
夢
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　YOUは何しに志布志市へ？

Ａ ．今年の 7 月から小中学校で英語を教える ALT として働いてい

ます。アメリカのニューヨークからきました。

Ｑ　志布志市（日本）に興味を持ったきっかけは？

Ａ ．日本人は褒められても「いえいえ」と言いますが、アメリカで

はすぐに「ありがとう」と言います。そういう日本人の『謙遜の

文化』に興味があります。

Ｑ　志布志市はどうですか？

Ａ ．とても蒸し暑くて海も近く、ヤシの木もたくさんあって南の国

という感じがします。海は大好きなのでダグリで海水浴を楽しみ

ました。

　　リサイクルの種類の多さにはまだ慣れなくて混乱しています。

Ｑ　将来の夢は？

Ａ ．はっきり決まってはいませんが大学で学んだ生物学や環境学を

生かして人を助けたいです。

読者プレゼント

　 瀬
せ お り

織 ちゃん（３歳 )

　  　 志
し ほ

穂 ちゃん（１歳 )

（志布志町）

　　 悠
ゆ う ま

真 ちゃん（１歳 )

（有明町）

◆ ご家族からのメッセージ！

　妹想いの優しい瀬織。よくお手伝い

もしてくれて助かっています。生物を

観察するのが瀬織の将来が楽しみです。

　姉に負けじと成長する志穂。いろんな

表情を見せてくれて楽しませてもらっ

ています。

　ずっと二人が仲良しでいてください。

◆ ご家族からのメッセージ！

　いつもニコニコ笑顔の悠真くん。

　一歳になり出来ることも増えて

きたね。

　元気に大きく育ってくれてあり

がとう。

　これからもたくさん可愛い笑顔

を見せてね。

◆ ご家族からのメッセージ！

　ふたりの笑っている顔が大好き

です。

　いつもパパとママに元気をくれ

てありがとう。

　元気ですくすく大きくなって

ね！

　 慶
け い じ

次 ちゃん（６歳 )

　 　　 虎
こ は く

白 ちゃん（１歳 )

（松山町）

　今月の読者プレゼントは、お

便りをくださった方の中から抽

選で、ひまわり券 5 枚と、村 留

め ハ ー ブ ・パ パ イ ヤ 園 さんの

「 パ パ イ ヤ 茶」をプレゼントし

ます！（詳しくは３ページをご

覧ください）

　ぜひ、ご応募ください！
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★アンケート★【９月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます）

高い医療費�みんなで助け合い�国保の心
◆平成29年６月分の医療費の状況です。

医療費総額 ２８６，１８４，９０３円
６月末�国保加入者数 ９，０９５人
１人当たり医療費

（医療費総額／国保加入者数） ３１，４６６円

医療費１人当たりの負担内訳
市（国保）負担額 ２６，６７７円
個人負担額 ４，７８９円

１人当たり医療費の前年同月比 3.8％減。この金額は、国民健康保険に加
入している皆さんが医療機関等で診療したものに対し、市（国保）が支
払った医療費です。医療費総額の約 84.8％を市（国保）が負担しています。

市の人口
人口：３２，０４８人
男性：１５，１７２人
女性：１６，８７６人　

転入：５８人　��転出：７４人
出生：２２人　��死亡：４２人

世帯数：１５，７１９戸

（－３ ６ 人）
（－９人）
（－２７人）

（－９世帯）

志布志港 平成 29 年７月分
※資料：鹿児島税関支署

①貿易船入港隻数：67 隻（日本 2、外国 65）
②輸出：16 億 76 百万円
③輸入：106 億 38 百万円

美
味
し
い
水
、
美
味
し
い
米

　

私
の
田
ん
ぼ
は
昔
か
ら
湧
き
水
の

出
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
い
ま
だ
に
涸

れ
る
こ
と
な
く
、
コ
ン
コ
ン
と
水

が
湧
い
て
い
ま
す
。
湧
き
水
は
と

て
も
美
味
し
い
で
す
。

　

水
の
湧
く
と
こ
ろ
に
稲
を
植
え

た
米
が
一
番
美
味
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

最
近
私
の
身
の
回
り
で
も
田
ん

ぼ
を
作
る
人
が
年
を
追
う
毎
に

減
っ
て
残
念
に
思
い
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
な
し�

66
歳�

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

湧
き
水
で
育
て
た
お
米
は
美
味

し
そ
う
で
す
ね
。

　

早
期
米
な
ら
も
う
味
わ
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
普
通
作
な
ら
あ

と
も
う
少
し
で
新
米
が
味
わ
え
る

楽
し
み
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
体
に
気
を
つ
け
て
、
こ
れ
か

ら
も
美
味
し
い
お
米
を
作
っ
て
く

だ
さ
い
。

同
窓
会
あ
る
と
い
い
な
ぁ

　

８
月
の
お
盆
休
み
で
志
布
志
の
実

家
に
帰
省
し
た
際
、
楽
し
く
市
報
を

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

帰
省
す
る
と
い
つ
も
懐
か
し
く
、

小
中
学
校
の
同
級
生
に
会
い
た
く
な

り
ま
す
。「
昭
和
50
年
生
ま
れ
の
同

窓
会
」
な
ど
あ
る
と
い
い
な
ぁ
。

　

そ
ん
な
日
が
い
つ
か
来
る
こ
と
を

楽
し
み
に
、
ま
た
正
月
休
み
で
志
布

志
に
帰
っ
て
き
ま
す
ね
！

（
ち
く
ち
ゃ
ん� �

42
歳�

女
）

　

▼

　

市
外
か
ら
の
お
便
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
報
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
て
な

に
よ
り
で
す
。
市
外
の
方
に
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
市
報
作
り

を
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

　

市
報
し
ぶ
し
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」
で
も
読
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お
正
月
の
帰
省
に

向
け
て
志
布
志
市
の
情
報
を
仕
入
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
※ 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か

わ
ら
ず
、
い
た
だ
い
た
お
便
り
か

ら
抽
選
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
お

便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市民のこえ
・

お寄せいただいた
お便りを
ご紹介します！

お便り、お待ちしています

　市報しぶしを読んだ感想や今後取

り上げて欲しい特集、志布志市に対

するご意見等何でもお好きなことを

書いてください（一部修正して掲載

する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その

月のプレゼントの応募対象になりま

す。それ以降の分は次月の応募対象

となりますので、ご了承ください。

　頂いた「お便り」は「市民のこえ」�

コーナーに掲載します（お便りが多

数の場合には担当にて選考の上掲載

します）。個別の回答はいたしませ

んので、ご了承ください。

平成 29 年７月 31 日現在
（　）は前月比

こちらのコーナーは、

インターネット版では

ご覧いただけません。

ご了承ください。

平成 30 年産日本一早い志布志の夏そばの栽培農家募集
　平成 30 年産志布志の夏そばを栽培していただける方を募集します。種子は市が提供し、刈取り費用も負
担します。（乾燥・運搬代のほか栽培に係る諸費はご負担ください。）収穫された夏そばは、生育不良のも
のを除き買い取ります。
◆応 募 資 格：市内在住で市内に耕作面積 10㌃以上の田畑で作付け出来る方
◆栽 培 期 間：平成 30 年３月下旬（播種）～６月上旬（収穫）
◆申 込 期 限：９月 29 日（金）※栽培面積（最大 20㌶程度）が確保できた場合は募集を締め切ります。
◆そ の 他：志布志市そば生産組合組合費として栽培面積１㌃当たり 100 円の組合費を徴収します。

■問い合わせ先：企画政策課　ブランド推進係　℡：474-1111（内線 254）
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③
特認校生を募集します

◆募集学年：平成 30 年度　新１年生～６年生
◆募集期限： 10 月２日（月）から平成 30 年１月 31 日（水）まで
◆�一日体験入学：各校一日体験入学を実施します。関心のある方は、

ぜひご参加ください。
●潤ケ野小：12 月９日（土）
●田之浦小：12 月 13 日（水）
●森 山 小：12 月５日（火）
◆ 応募の方法：各小学校に資料を請求してください。郵送で必要書類等を送付します。
　申し込み手続きについては、教育総務課にお問い合わせください。
◆通学について：登下校は、市が委託したタクシーを利用します。
◆ 期間について：転入学の期間は原則として４月から翌年３月までの１学年を単位とします。一年更新で

すが、更新は妨げません。
◆ＰＴＡ・行事への参加：ＰＴＡや各種行事には積極的に参加いただくことになります。
◆学校参観：事前に連絡をいただければ、いつでも参観できます。

■問い合わせ先： 教育総務課　総務係　℡：472�-�1111（内線 311）

　潤ケ野小学校、田之浦小学校、森山小学校は、小規模特認校（特認校）制度を活用しています。

　特認校制度とは、豊富な自然環境に恵まれた小規模校の特性を生かし、心身の健康増進とともに学ぶ楽し

さと豊かな人間性を培いたいと希望する保護者・児童の皆さんに、離れた地域からでも特別に入学を認める

制度です。なお、特認校に通学できるのは、志布志・香月・安楽・有明・通山小学校区内の児童に限ります。

小さくても力持ち！ 

笑顔いっぱい　アイディアいっぱい

夢もいっぱい　田之浦小学校

　市内で一番小さな小学校で

す。少ない人数の中で、落ち着

いてじっくり学ぶことができます。

　学習の定着度もよく、全ての児

童がテストの正答率 85％を超え

ています。テレビ会議を使い、他

の学校と意見交換を活発に行うな

ど ICT もフル活用しています。

　だご花づくり、だご祭り、子

ども神楽など田之浦校区も一体

となり、学校の教育活動を温か

く支えてくださっています。

■資料請求、問い合わせ先：
　志布志市立田之浦小学校
　TEL：479-1618
　FAX：479-2100
　�URL：�http://424.ciao.jp/

tanoura-els/

自然がいっぱい

笑顔がいっぱい

チャレンジ　潤ケ野小学校

　小規模校ならではの個に応じ

た指導、少人数指導やタブレット

などの ICT 機器を活用した学習に

よってつまずきが解消できます。

　また、総合的な学習の時間や

緑の少年団等で四季を感じる・

意識させる活動が充実していま

す。豊かな自然を活かした梅、

銀杏、紫蘇、ブルーベリーの加

工などで、自然や自然のめぐみ

についての学習ができます。

■資料請求、問い合わせ先：
　志布志市立潤ケ野小学校
　TEL：479-1314
　FAX：479-2063
　URL：�h t tp : / / 424 . c i ao . j p /

urugano-els/

あいさついっぱい

花いっぱい

やる気みなぎる　森山小学校

　今年度から特別支援学級 2ク

ラスを開設し、個々のニーズに

合ったきめ細かな指導ができる

ようになりました。

　また、タブレット端末の導入

により、複式授業での一人調べ

や基礎・基本ドリル等に活用し、

学習がより充実したものになっ

ています。

　小規模校ならではの全校活動

や異年齢集団での活動を体験で

きます。

■資料請求、問い合わせ先：
　志布志市立森山小学校
　TEL：479-1616
　FAX：479-2165
　URL：�http://424.ciao.jp/

moriyama-els/

市役所からの大事なお知らせ
① 家や倉庫等を取り壊したときは、必ず届け出てください（税務課  固定資産税係）

② 就業構造基本調査を実施します（情報管理課　地域情報係）

③ 特認校生を募集します（教育総務課　総務係）

②
就業構造基本調査を実施します

■問い合わせ先：情報管理課　地域情報係　　℡：474-1111（内線 322）

　総務省統計局・志布志市では、10 月１日現在で就業構造基本調査を実施します。

　この調査は、日本の就業・不就業の実態を明らかにすることを目的

として、統計法（国の統計に関する基本的な法律）に基づき実施する

国の重要な統計調査です。調査結果は、雇用政策、経済政策など国や

地方公共団体における各種行政施策の企画・立案のための基礎資料と

して活用されます。

　調査をお願いする世帯には、９月下旬に調査員が伺い、調査書類を

お配りします。皆様により便利にご回答いただくため、パソコンやス

マートフォンを使って、簡単にインターネットで回答することが可能

となっていますので、調査の趣旨をご理解いただき、ご回答をお願い

します。

①
家や倉庫等を取り壊したときは、必ず届け出てください

　今年または昨年以前に家や倉庫等の家屋を取り壊した方は、今年中（12 月 28 日まで）に市役所で家屋滅

失申請手続きをしてください（印鑑が必要です。）。

◆�申請方法：「滅失申請書」を提出してください。用紙は市役所（各支所）の

窓口に用意してあります。

◆�現地確認：滅失登記や滅失申請書を基に、現地を確認後、次年度の課税台

帳から当該家屋を削除します。

◆�年間の税額は変わりません：年の途中で家屋の取り壊しがあった場合でも、

地方税法の規定によりその年の税額は変わりません。このため、課税され

なくなるのは次の年からになります。

◆�災害による滅失：災害等により家屋が倒壊、損壊した場合は、年の途中であっ

ても、税額が減額されることがありますので、ご連絡ください。

■問い合わせ先：税務課　固定資産税係　℡：474-1111（内線 154 ～ 156）

　なお、今年中に滅失登記をされた家屋（予定も含む）、すでに家屋滅失申請手続きを行っている家屋につ

いては届け出の必要はありません。
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志
布
志
市
土
地
開
発
公
社　

職
員
採
用
試
験
案
内

◆�

試
験
区
分
：
一
般
事
務
職

◆ �

採
用
予
定
人
員
：
1
人

◆ �

受
験
資
格
：
昭
和
52
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

◆ �

主
な
業
務
内
容
：

●
複
式
簿
記
に
よ
る
会
計
事
務

●
用
地
交
渉
及
び
契
約

●
不
動
産
の
嘱
託
登
記

◆ �

第
１
次
試
験
：
12
月
16
日
（
土
）

（
予
定
）

◆ �

受
付
期
間
：
10
月
２
日
（
月
）

～
11
月
17
日
（
金
）
の
８
時
30

分
～
17
時
15
分
（
土
、
日
曜
日

及
び
祝
日
を
除
く
。）

◆ �

採
用
の
方
法
：
最
終
合
格
者
は
、

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
採
用

と
な
り
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

 

志
布
志
市
土
地
開
発
公
社
（
志

布
志
市
役
所
本
庁
建
設
課
内
）

　

℡
４
７
４
‐
２
４
５
２（
直
通
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋

募
集
「
体
験
談
＆
説
明
会
」

　

青
年
海
外
協
力
隊
、
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆�

募
集
期
間
：
9
月
29
日
（
金
）

～
11
月
1
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
鹿
児
島

　

℡
：
０
９
９
‐
２
２
１
‐
６
６
２
４

※ 

詳
し
く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.jica.

go.jp
/volun

teer/in
dex.

htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
パ
ソ
コ
ン
・
基
礎
科
」　　

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　

エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
、
メ
ー
ル
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
操
作
等
を
学
習
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
販

売
管
理
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

技
法
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
も
学
習

し
、
幅
広
い
職
種
で
の
再
就
職
に

必
要
な
能
力
を
習
得
で
き
ま
す
。

◆�

訓
練
期
間
：
10
月
11
日
（
水
）

～
平
成
30
年
1
月
10
日
（
水
）

◆�

場
所
：
㈱
プ
ラ
イ
ム
ワ
ー
ク
ス

　

志
布
志
町
志
布
志
3
‐
16
‐
8

◆�

対
象
者
：
再
就
職
を
目
指
す
人

◆�

募
集
定
員
：
24
人

◆�

応
募
期
間
：
お
問
い
合
わ
せ
く

Information＆
Event

お知らせ
Shibushi

Information
見逃せない情報がいっぱい！

募

集

志布志市土地開発公社

ホームページ

２次元バーコード

だ
さ
い
。

◆�

受
講
料
：
無
料
。
た
だ
し
、
教
材

費
１
３
３
９
２
円
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
㈱
プ
ラ
イ
ム
ワ
ー
ク
ス

　

℡
：
４
７
２
‐
５
０
２
０

●
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
４
‐
８
６
７
４

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校 

訓
練
生
募
集

　

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆�

訓
練
期
間
：
平
成
30
年
4
月
か

ら
1
年
間

◆�

訓
練
科
：
情
報
電
子
科
、
デ
ザ
イ

ン
製
版
科
、
建
築
設
計
科
、
義

肢
福
祉
用
具
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
、

ア
パ
レ
ル
科
、
造
形
実
務
科

◆�

募
集
期
間
：　

● 

B
日
程
：
9
月
19
日
（
火
）
～

10
月
31
日
（
火
）

● 

C
日
程
：
11
月
6
日
（
月
）
～

平
成
29
年
12
月
4
日
（
月
）

● 

D
日
程
：
12
月
21
日
（
木
）
～

平
成
30
年
1
月
22
日
（
月
）

● 

E
日
程
：
平
成
30
年
2
月
8
日

（
木
）～
平
成
30
年
3
月
2
日（
金
）

　

授
業
料
、
入
校
料
は
無
料
で
す
。

　

校
内
に
寮
も
完
備
し
て
ま
す
。

入
寮
は
任
意
で
す
。（
介
護
に
つ

い
て
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。）

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を

受
け
ら
れ
た
方
は
、
雇
用
保
険
の

延
長
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
・

訓
練
手
当
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
鹿
児
島
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校
ま
た
は
、
お
近
く

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
障
害

者
職
業
能
力
開
発
校

　

℡
：
０
９
９
６
‐
４
４
‐
２
２
０
６

調
理
実
習
科
（
デ
ュ
ア
ル
）
職
場

実
習
付
の
訓
練
受
講
生
募
集

◆�

訓
練
期
間
：
11
月
１
日
（
水
）

～
平
成
30
年
2
月
28
日
（
水
）

◆�

会
場
：
た
か
ら
べ
森
の
学
校

◆�

対
象
者
：
再
就
職
を
目
指
す
人

（
概
ね
45
歳
未
満
）

◆�

募
集
期
限
：
10
月
6
日
（
金
）

　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
先
：

　

大
隅
公
共
職
業
安
定
所

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

＆
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
」
と
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
」
が
全
国
の
宝
く
じ
売
り
場

で
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

◆�

発
売
期
間
：
10
月
11
日
（
水
）

～
10
月
31
日
（
火
）

◆
抽
選
日
：
11
月
９
日
（
木
）

◆
支
払
開
始
日
：
11
月
14
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

県
市
町
村
振
興
協
会

　

℡
：
０
９
９
‐
２
０
６
‐
１
０
０
１

お
知
ら
せ

（（
（
・

水 道 修 繕 当 番 店

※�水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされな

いと基本料金が発生します。水道使用の予定がない場

合は、中止の手続きをお勧めします。中止されていた

水道を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

※道路等で水が出ている時は、水道課へご連絡ください。

松山地区
９月 半下石建設 ℡ 487-8706

10 月 イケダ ℡�487-8771

志布志地区
９月 12 日～９月 18 日 山本組 ℡ 472-1101

９月 19 日～９月 25 日 宮崎水道 ℡ 472-1081

９月 26 日～ 10 月２日 高吉組 ℡ 472-0721

10 月３日～ 10 月９日 崎田建設 ℡ 473-0050

10 月 10 日～ 10 月 16 日 志布志水道 ℡ 472-3540

10 月 17 日～ 10 月 23 日 山本組 ℡ 472-1101

10 月 24 日～ 10 月 30 日 宮崎水道 ℡ 472-1081

10 月 31 日～ 11 月６日 高吉組 ℡ 472-0721

有明地区（土・日曜日、祝日、夜間）
９月 10 日～９月 16 日 郡山工業 ℡ 475-0008

９月 17 日～９月 23 日 西江建設 ℡ 474-2113

９月 24 日～９月 30 日 山中水道 ℡ 474-1440

10 月１日～ 10 月７日 池崎建設 ℡ 475-2068

10 月８日～ 10 月 14 日 郡山工業 ℡ 475-0008

10 月 15 日～ 10 月 21 日 西江建設 ℡ 474-2113

10 月 22 日～ 10 月 28 日 山中水道 ℡ 474-1440

10 月 29 日～ 11 月４日 池崎建設 ℡ 475-2068 ■問い合わせ先：水道課��工務係　℡：472-1111（内線 263）

市営住宅空き家情報【松山地区】

●集合住宅

　市単住宅　単身向け　２Ｋ　家賃　15,000 円　　１戸

　市営住宅　世帯向け　３ＤＫ　家賃　14,300 円～　２戸

●戸建て住宅

　特賃住宅　世帯向け　４ＤＫ　家賃　37,000 円　　４戸

　市営住宅　世帯向け　３ＤＫ　家賃　13,400 円～　１戸

　市単住宅　世帯向け　４ＤＫ　家賃　32,000 円　　１戸

※��申込みから入居まで 10 日から１か月を要することが

ありますので、早めにご相談下さい。

　�最新の空き情報や詳細については、市ホームページ

または松山支所産業建設課管理係にお問い合わせく

ださい。

　■問い合わせ先：℡ 487-2111（内線 253）

ケーブルテレビでは、志布志市の話題を市民チャ
ンネルで放送しています。ぜひ、ご覧ください。

ＳＢＳ元気告知板
　市からのお知らせを元気に分かりやすく放送しています。
●更 新 日 ：毎月１日、16 日
●放送時間：17 時 50 分～、20 時 50 分～、22 時 50 分～
●次回の放送予定：９月 16 日～ 30 日
　テーマ： 秋の全国交通安全運動と交通安全 1,000 人街

頭立哨について

フロムしぶし元気アップ体操
●放送時間： ６時 54 分～（立位バージョン）　　　　　

11 時 54 分～（いすバージョン）

Ｔ
て げ

ＥＧＥ　Ｊ
じ ゃ っ ど

ＡＤＯ　Ｎ
に ゅ ー す

ＥＷＳ
●放送時間：7 時～、12 時～、18 時～、21 時～、 23 時～

まこちおもして！志布志にバンザイ
●更 新 日 ：毎月１日、16 日
●放送回数：毎日２回放送（曜日により時間は異なります）
※都合により変更になる場合があります。ご了承下さい。

■問い合わせ先：企画政策課 広報係　℡：474-1111( 内線 254)
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チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
し
ま
す

　

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、

市
内
ビ
ギ
ナ
ー
チ
ー
ム
限
定
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
料
の
一
部

を
福
祉
団
体
に
寄
附
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
多
数
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時
：
11
月
５
日
（
日
）

　

８
時
30
分
集
合

◆�

場
所
：
志
布
志
運
動
公
園
体
育
館

◆
部
門
：

● 

フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ス

● 

ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
：
山
な
り
の

ア
タ
ッ
ク
が
打
て
る
ぐ
ら
い
の

チ
ー
ム

◆
募
集
チ
ー
ム
：
先
着
24
チ
ー
ム

◆
参
加
料
：
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

◆
申
込
期
限
：
10
月
20
日
（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

 

志
布
志
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

事
務
局　

鎌
下

　

℡
：
０
９
０
‐
６
２
９
１
‐
９
３
９
４

山
川
・
根
占
フ
ェ
リ
ー
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

　

大
隅
総
合
開
発
期
成
会
で
は
、

山
川
・
根
占
フ
ェ
リ
ー
の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、
山
川
港
か
ら
根

占
港
へ
車
で
乗
船
す
る
場
合
の
助

成
を
行
い
ま
す
。

◆�

助
成
対
象
便
：
９
月
1
日
か
ら

12
月
10
日
ま
で
の
土
・
日
・
祝

日
に
、
山
川
港
か
ら
根
占
港
へ

入
港
す
る
全
便

◆�

助
成
の
適
用
車
種
：
軽
自
動
車
、

10
人
乗
り
以
下
の
普
通
車
（
６

m
未
満
）、
１
２
５
㏄
以
上
の

バ
イ
ク

◆�

助
成
額
：

●
軽
自
動
車
・
普
通
車
：
５
０
０
円

●
バ
イ
ク
：
３
０
０
円

● 

助
成
方
法
：
乗
船
前
に
山
川
港
に

て
申
請
書
を
記
入
す
る
こ
と
で
、

通
常
料
金
か
ら
助
成
額
を
割
り
引

い
た
額
で
乗
船
で
き
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
な
ん
き
ゅ
う

フ
ェ
リ
ー
山
川
営
業
所

　

℡
：
０
９
９
３
‐
３
４
‐
０
０
１
２

創
業
支
援
事
業
補
助
金
を　

ご
活
用
く
だ
さ
い　
　

　

地
域
経
済
対
策
、
商
工
業
の
振

興
、
雇
用
の
創
出
及
び
後
継
者
の

育
成
対
策
と
し
て
、
商
店
街
モ
デ

ル
地
区
※

内
で
新
た
に
創
業
す
る

市
内
の
法
人
・
個
人
事
業
主
に
創

業
支
援
資
金
を
助
成
し
ま
す
。

※ 

商
店
街
モ
デ
ル
地
区
：
志
布
志

市
志
布
志
町
上
町
通
り
沿
い

「
友
恵
寿
し
」
か
ら
「
ツ
ル
ミ

毛
糸
」
ま
で
の
区
間

◆�

助
成
対
象
経
費
：
今
年
度
中
の

創
業
に
要
し
た
経
費
の
う
ち
、

次
に
掲
げ
る
も
の

● 

創
業
に
必
要
な
官
公
庁
へ
の
申

請
書
類
作
成
等
に
係
る
経
費

● 

店
舗
等
リ
フ
ォ
ー
ム
費

● 

設
備
費

● 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
費

● 

広
報
費

◆
助
成
金
の
額

● 

対
象
経
費
の
５
分
の
３
以
内
か

つ
１
０
０
万
円
以
下
（
千
円
未

満
切
り
捨
て
）

※ 

詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

港
湾
商
工
課　

商
工
振
興
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
８
６
）

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

地
域
経
済
対
策
、
商
工
業
の
振

興
及
び
後
継
者
の
育
成
対
策
と
し

て
市
内
既
存
店
舗
の
修
繕
、
改
修
、

増
築
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

◆�

助
成
対
象
工
事

● 

登
録
店
に
請
け
負
わ
せ
る
工
事

で
、
対
象
経
費
が
税
込
み
20
万

円
以
上
（
税
込
み
）
の
も
の

※ 

対
象
に
な
る
も
の
と
な
ら
な
い

も
の
が
あ
る
た
め
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

● 

店
舗
の
修
繕
、
補
修
、
改
築
及

び
増
築
の
た
め
の
工
事

● 

壁
紙
の
張
替
え
、
屋
根
又
は
外

壁
の
塗
り
替
え
等
店
舗
の
模
様

替
え
の
た
め
の
工
事

◆
助
成
金
の
額

● 

助
成
対
象
経
費
の
30
％
に
相
当

す
る
額
（
千
円
未
満
切
り
捨

て
）、
た
だ
し
、
30
万
円
を
助

成
限
度
額
と
し
ま
す
。

● 

助
成
金
の
交
付
は
、
同
一
助
成

対
象
者
又
は
同
一
店
舗
に
つ
い

て
１
回
限
り
と
し
ま
す
。

※ 

詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

港
湾
商
工
課　

商
工
振
興
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
８
６
）

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
行
政
に
対
す
る
意

見
、
要
望
や
相
談
を
受
け
付
け
、

助
言
や
関
係
機
関
に
対
す
る
通
知

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
10
月
19
日
（
木
）

　

10
時
～
15
時

◆�

場
所
：
志
布
志
市
役
所
志
布
志

支
所
５
階
会
議
室

◆�

行
政
相
談
委
員
：
中
村　

睦
子
、

　

佐
野　

ス
ミ
、
原
口　

済
た
す
く

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
本
庁
総
務
課
文
書
法
制
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
２
４
）

●
松
山
支
所
総
務
市
民
課
総
務
係

　

℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１

（
内
線
２
１
３
）

●
志
布
志
支
所
地
域
振
興
課
総
務
係

　

℡
：
４
７
２
‐
1
１
１
１

（
内
線
３
５
１
）

●
鹿
児
島
行
政
評
価
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
‐
２
２
４
-
３
２
４
７

※ 

平
成
29
年
10
月
か
ら
行
政
評
価

事
務
所
は
「
行
政
監
視
行
政
相

談
セ
ン
タ
ー
」
に
変
わ
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
へ
の
改
称
に
伴
う
連

絡
先
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

無
料
法
律
・
登
記
・
税
務
相
談

　

10
月
１
日
の
「
法
の
日
」
に
ち

な
ん
だ
無
料
法
律
・
登
記
・
税
務

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に
対
応
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
10
月
５
日
（
木
）

　

10
時
～
16
時

◆�

場
所
：
市
役
所
松
山
支
所
2
階

　

第
１
･
第
２
会
議
室

◆
相
談
内
容
：

● 

土
地
建
物
の
登
記

● 

土
地
の
地
積
、
分
筆
、
測
量
、
境
界

● 

会
社
の
登
記

● 

所
得
税
、
贈
与
税
、
相
続
税
、

そ
の
他
税
務
一
般

● 

遺
言
等

● 

成
年
後
見
手
続

● 

裁
判
手
続
や
裁
判
所
に
提
出
す

る
書
類
の
相
談
等

● 

消
費
者
金
融
、
架
空
請
求
問
題

● 

供
託
に
関
す
る
事
項

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
鹿
児
島
県
司
法
書
士
会　
　
　

　

℡
：
０
９
９
‐
２
５
６
‐
０
３
３
５

● 

鹿
児
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

℡
：
０
９
９
‐
２
５
７
‐
２
８
３
３

● 

南
九
州
税
理
士
会
鹿
児
島
県
連
合
会

　

℡
：
０
９
９
‐
２
２
５
‐
６
１
４
８



ス
医
学
研
究
所

　

℡
：
０
１
２
０
‐
８
０
４
‐
８
８
１

犬
・
猫
里
親
さ
が
し
の
会

　

里
親
を
さ
が
し
た
い
方
、
里
親

を
希
望
さ
れ
る
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
：
11
月
12
日
（
日
）　

　

11
時
～
15
時

◆�

場
所
：
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ

か
ご
し
ま
志
布
志
店
駐
車
場

◆
里
親
に
な
る
た
め
の
条
件
：

● 

終
生
、
家
族
と
し
て
大
切
に
世

話
し
て
く
だ
さ
る
方
。

● 

里
親
が
決
ま
っ
た
ら
、
双
方
に

手
続
き
料
千
円
が
発
生
し
ま
す
。

● 

不
妊
・
去
勢
手
術
の
済
ん
で
い

な
い
子
の
里
親
さ
ん
に
は
、
犬

1
万
円
、
猫
5
千
円
の
預
か
り

金
を
い
た
だ
き
、
手
術
終
了
後

に
お
返
し
し
ま
す
。

● 

里
親
希
望
者
は
身
分
証
明
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

● 

里
親
希
望
者
は
面
談
が
あ
り
ま
す
。

※ 

里
親
を
探
し
た
い
方
は
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
犬
・
猫
と
共

生
を
め
ざ
す
会
志
布
志

　

℡
：
０
８
０
‐
５
２
６
８
‐
３
２
０
３

男
女
共
同
参
画
市
民
講
演
会

◆�

テ
ー
マ
：
男
女
共
同
参
画
の
視
点

に
立
っ
た
防
災
対
策
・
復
興
支
援

◆
日
時
：
10
月
14
日
（
土
）　

　

13
時
～
15
時

◆�

場
所
：
市
文
化
会
館

◆�

入
場
料
：
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

企
画
政
策
課 

男
女
共
同
参
画
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
５
０
・
２
５
８
）
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鹿
屋
･
大
隅
地
区　
　
　
　

障
害
者
就
職
面
接
会

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
障
害
を

持
つ
方
々
を
対
象
と
し
た
就
職
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
障
害
者
の
方
々
の
雇

用
を
検
討
し
て
い
る
事
業
所
が
参

加
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
事
前
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
申
込
が
必
要
で
す
。

◆
日
時
：
９
月
29
日
（
金
）

　

 

12
時
30
分
受
付
、
13
時
30
分
面

接
開
始

◆�

会
場
：
ホ
テ
ル
さ
つ
き
苑
（
鹿

屋
市
西
原
1
‐
9
‐
10
）

■�

問
い
合
わ
せ
先
：

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
隅

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

交
通
事
故
に
係
る
弁
護
士
相
談

　

交
通
事
故
で
お
悩
み
の
方
を
対

象
に
無
料
の
弁
護
士
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
電
話
等
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
と
は
別
に
同
所
で

交
通
事
故
相
談
員
に
よ
る
相
談
を

祝
日
等
を
除
く
毎
週
月
～
木
曜
日

（
９
時
～
15
時
30
分
）
に
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
11
月
15
日
（
木
）

　

13
時
～
15
時

◆�

場
所
：
大
隅
地
域
振
興
局
１
階

県
交
通
事
故
相
談
所
鹿
屋
支
所

鹿
屋
市
打
馬
２
丁
目
16
‐
６

◆�
申
込
期
限
：
11
月
8
日
（
水
）

■�

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

県
交
通
事
故
相
談
所
鹿
屋
支
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
５
２
‐
２
０
８
９

か
ら
だ
と
心
に
優
し
い
が
ん

治
療  

先
進
医
療
セ
ミ
ナ
ー

　

切
ら
ず
に
治
す
陽
子
線
で
の
が

ん
治
療
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま

す
。（
参
加
費
無
料
）

◆
日
時
：
10
月
４
日
（
水
）
14
時
～

◆�

場
所
：
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

※ 

治
療
に
関
す
る
手
続
き
、
治
療

費
用
な
ど
無
料
個
別
相
談
を
受

け
ま
す
。
お
気
軽
に
ス
タ
ッ
フ

に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
メ
デ
ィ
ポ
リ

大 隅 広 域 夜 間 急 病 セ ン タ ー の 適 正 な 利 用 を お 願 い し ま す

受診すべきか迷ったときは
①大隅広域夜間急病センター電話相談

　℡：0994-45-4119

　夜間急病センターの看護師などが応急処置や受診の

必要性などの助言をします。

②鹿児島県小児救急電話相談

●平日・土曜：19 時から翌朝８時まで

●日曜 ･祝日・年末年始：８時から翌朝８時まで

　℡：＃ 8000（または 099-254-1186）

　夜間におけるお子様の急な病気について、看護師が応

急処置や医療機関の受診の必要性などの助言をします。

◆�診療内容：内科及び小児科の応急的な処置のみで、

薬の処方は１日分のみ

◆受付時間：18 時 30 分から翌朝６時 30 分まで

◆診療時間：19 時から翌朝７時まで

■問い合わせ先：大隅広域夜間急病センター　

　鹿屋市共栄町 14 番 18 号

　℡：0994-45-4119

『大隅広域夜間急病センター』ってどんな病院？
　平成 23 年４月、鹿屋市役所前に開設された、内科と

小児科の急患を対象とする公設民営方式の夜間急病セ

ンターです。

　大隅地域の夜間救急医療体制の確保のために、大隅

定住自立圏の構成市町である３市５町（鹿屋市・垂水市・

志布志市・大崎町・東串良町・錦江町・南大隅町・肝付町）

が一体となって取り組み、開設した診療所です。

　大隅広域夜間急病センターは、夜間の内科・小児科の急病患者を治療するための診療所で、突発的な発熱

や腹痛など、外来診療により急病患者の医療を担当する医療機関です。

　比較的軽症の患者や「昼は仕事だから」、「明日は忙しいから」、「薬だけもらいたいから」といった人など、

本来昼間に受診できる人が夜間に受診されると、緊急性の高い患者の診療が遅れたりするなど、診療体制が

維持できなくなりかねません。

　夜間急病センターの本来の目的を正しく理解し、私たちのまちの夜間診療体制を守りましょう。また、安

易な救急車の利用も控えましょう。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

1 日目に参加をご希望の方は、下記の Web ペー ジよりお申込みください。
※１日目の講演会のみの参加であれば当日受付可能です。

※ 2 日目の大感謝祭は事前申込みは不要です。

「https://www.furusato-tax.jp」ふるさとチョイスにアクセスし、ページ最下

部にある「自治体関係者の方へ」から申込みフォームよりお申込みください。

■問い合わせ先：港湾商工課　ふるさと納税推進室　TEL：474-1111（内線 261 ～ 264）

　 交 通 事 故 発 生 状 況
平成 29 年７月末現在累計（Ｈ 29 年１月～７月）   

   ※【　】は昨年比

区　分 鹿児島県 志布志市
発生件数 3 , 7 5 3 【 － 4 8 8】 6 8 【 － 1 6 】

死者数 3 8 【  ＋ ７ 】 １ 【 ± ０ 】
傷者数 4 , 4 0 0 【 － 6 5 2】 8 0 【 － 1 6 】
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「市報しぶし」に 広告を載せませんか？
http://www.city.shibushi.lg.jp/docs/2013101000198/

詳しくはコチラ！ →

広
告

広
告 　

８
月
26
日
、
志
布
志
港
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港

湾
整
備
促
進
大
会
が
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
三
反
園
知
事
、
衆
議
院
の
森
山
先
生
、
参

議
院
の
尾
辻
先
生
、
野
村
先
生
等
の
国
会
議
員
の

方
々
、
国
交
省
九
州
地
方
整
備
局
の
村
岡
副
局
長

に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
森
山
先
生
は
志

布
志
港
の
整
備
の
歴
史
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
野
村

先
生
は
緞
帳
に
描
か
れ
た
絵
を
見
て
、
志
布
志
港

の
歴
史
が
古
い
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、

古い
に
し
えの
時
代
か
ら
志
布
志
港
は
地
域
振
興
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

１
３
０
０
年
ほ
ど
前
、
天
智
天
皇
は
前
川
河

口
の
権
現
島
か
ら
８
０
０
ｍ
上
流
の
献
上
淵
の

岩
か
ら
上
陸
し
た
と
伝
承
さ
れ
、
当
時
の
港
は

こ
の
場
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

天
智
天
皇
が
こ
の
地
を
「
志
布
志
」
と
名
づ
け
た

こ
と
は
、
い
つ
も
お
話
し
し
て
い
る
と
お
り
で
す
。

　

志
布
志
港
は
、
古
く
は
「
志
布
志
津
」
と
呼

ば
れ
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
薩
摩
藩
の
米
の
積

出
港
と
し
て
発
展
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
末
期
に
な
る
と
清
国
と
の
密
貿
易

港
と
な
り
密
貿
易
に
よ
る
膨
大
な
利
潤
に
よ
っ

て
港
は
繁
栄
、
志
布
志
千
軒
町
と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
商
家
が
立
ち
並
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
明
治
に
入
り
密
貿
易
の
利
潤
が
無

く
な
り
衰
退
す
る
と
、
危
機
感
を
抱
い
た
明
治

後
期
の
人
々
は
、
県
や
国
に
対
し
て
港
の
再
整

備
を
盛
ん
に
要
望
し
ま
し
た
。
要
望
を
受
け
、

明
治
44
年
に
は
当
時
の
坂
口
知
事
が
港
口
を
調

査
さ
れ
、
大
正
7
年
に
整
備
決
定
、
昭
和
11
年

に
は
地
方
港
湾
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
も
志
布
志
港
の
整
備
促
進
の
要
望
を

重
ね
、
昭
和
44
年
重
要
港
湾
指
定
、
昭
和
52
年

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
就
航
、
平
成
8
年
九
州
唯
一
の

中
核
国
際
港
湾
指
定
、
平
成
21
年
新
若
浜
埠
頭

完
成
、
大
型
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
供
用
開
始
と
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

平
成
23
年
5
月
に
指
定
さ
れ
た
国
際
バ
ル
ク
戦

略
港
湾
の
事
業
着
工
が
今
年
決
定
し
、
5
年
後

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
が
完
成
す
れ
ば
、
日

本
で
も
有
数
の
港
に
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

元
志
布
志
町
長
の
黒
木
隆
之
氏
は
、
著
書
「
わ

が
激
動
の
足
跡
」
に
当
時
盛
ん
に
要
望
に
訪
ね

た
地
元
選
出
の
山
中
先
生
に
言
わ
れ
た
『
お
は

ん
な
珍
し
い
賦ふ

の
い
い
男
な
。
重
要
港
湾
の
指
定

の
時
も
、
予
算
決
定
の
と
き
も
、
お
は
ん
が
き

た
時
に
で
き
た
と
は
、
運
の
良
か
男
じ
ゃ
』
と

い
う
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
書
い
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
21
年
の
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ

ナ
ル
供
用
開
始
の
式
典
で
「
自
分
は
賦ふ

の
い
い

男
だ
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
先
輩
町
長
を
は
じ

め
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
懸
命
に
要
望
や
陳
情
を

重
ね
た
結
果
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
に
私
が
お

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
こ
と
は
、
本
当
に

賦ふ

が
い
い
と
率
直
に
思
い
、
出
た
言
葉
で
し
た
。

　

志
布
志
港
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
い
つ
の

時
代
も
同
じ
く
港
の
果
た
す
機
能
を
考
え
て
い

る
こ
の
地
域
の
姿
勢
が
見
え
て
、
何
か
感
慨
深

く
、
地
域
発
展
の
源
で
あ
る
志
布
志
港
は
、
こ

の
地
域
に
と
っ
て
は
ま
さ
し
く
磨
け
ば
光
る
ダ

イ
ヤ
の
原
石
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

市
長
コ
ラ
ム

本
田 

修
一

志
布
志
の
石
橋
展

志
布
志
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
企
画
展

 平成 29 年

９/12～12/12

牧野開田新田山架け越し水路橋

■問い合わせ先

●生涯学習課文化財管理室　℡：472-1111（内線 340･343）　　　●市埋蔵文化財センター　℡：472-0140

● 休 館 日

● 入 館 料

● 開 館 時 間

● 会　 場

午前９時～午後５時

毎週月曜日（月曜が祝
日の場合は火曜日）

市埋蔵文化財センター

無料

む
し
歯

８月に行われた５歳児歯科検診

で、むし歯も処置歯も無かった

子どもたちです！
　　�あいり�ちゃん　　�晴

せいら

楽�ちゃん

　　�采
ことね

寧�ちゃん

　　�綾
あやな

菜�ちゃん

　　美
み う

海�ちゃん

　　�青
あ お

織�ちゃん

　　麗
うらら

晶�ちゃん

　　�来
らいみ

美�ちゃん

　　�優
ゆうた

太�ちゃん　　�鞠
まりか

花�ちゃん 　　�大
だいぶ

舞�ちゃん

　　�優
ゆ い

衣�ちゃん
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志布志市　暮らしのカレンダー

９月

13 日 水

●創年市民大学公開講座　「西郷隆夫　講演会」
　（18：30 ～　市文化会館）
●交通安全法令講習会
　（13：00 ～　�伊﨑田地区公民館）
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00��健康ふれあいプラザ）

14 日 木

●交通安全法令講習会
　（８：30 ～　通山青少年館）
●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30�健康ふれあいプラザ）

15 日 金

16日 土

17 日 日

18日 月

19日 火

●法律相談�※１
　（13：00 ～ 15：00��志布志支所５Ｆ会議室）
●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00��老人福祉センター）

20日 水

●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00��新橋地区公民館）
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00��市民センター）

21 日 木
●つどいの広場
　（10：00 ～ 12：00��安楽地区公民館）
　※はぐくみスタッフが巡回します。

22 日 金

23日 土

24日 日

25日 月

26日 火
●子育て講座��※２
　（10：00 ～ 12：00��健康ふれあいプラザ）

27 日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00��健康ふれあいプラザ）

28日 木
●移動年金相談所�※３
　（13：00 ～ 15：00��本庁別館１Ｆ��Ａ会議室）

29 日 金

30日 土

【健（検）診等の健康カレンダーと日曜・祝日当番医は 19ページをご覧ください】

10 月
1 日 日

●ぽっぽマルシェ
　（９：00 ～ 15：00��鉄道記念公園）

２日 月

３日 火

●法律相談�※ 4
　（13：00 ～ 15：00��本庁３Ｆ会議室）
●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00��老人福祉センター）

４日 水
●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00��志布志支所５F会議室）

５日 木

●無料法律・登記・税務相談
　（10：00 ～ 16：00��松山支所２F会議室）
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00��市民センター）

６日 金
●特設人権相談
　（10：00 ～ 15：00��有明地区公民館）

７日 土
● �NHK 交響楽団メンバーとなかまたちによる　　
至高のハーモニー　（19：00 ～　市文化会館）

８日 日

９日 月

10日 火

11 日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00��健康ふれあいプラザ）

12 日 木
●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30�健康ふれあいプラザ）

13 日 金

14 日 土

15 日 日

16日 月

17 日 火

●法律相談�※１
　（13：00 ～ 15：00��志布志支所５Ｆ会議室）
●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00��老人福祉センター）

９月・10 月の行事予定

 ●げんき市【丼や和華のとなり】
　  毎週木・金曜日（８時 30 分～15 時）

 ●戌の市【宝満寺公園】
　９月８日、９月 20 日
　10 月８日、９月 20 日

 ●そば処ちんたら庵【国道 269号線沿】
　・火曜日（そば）
　・日曜日（花・そばまんじゅう販売）

編
集
後
記

　

今
月
は
「
ま
ち
の
話
題
」
に
日
本
一
が

4
つ
も
登
場
し
、
し
か
も
話
題
も
豊
富
で

市
報
を
作
っ
て
い
て
嬉
し
い
月
で
し
た
が

忙
し
い
月
で
も
あ
り
ま
し
た
。
▼
9
月
1

日
は
防
災
の
日
と
い
う
こ
と
で
今
月
は
防

災
を
特
集
し
ま
し
た
。
私
自
身
、
標
高
が

一
ケ
タ
の
土
地
に
住
ん
で
い
ま
す
の
で
、

記
事
を
作
り
な
が
ら
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
▼
総
合
防
災
訓
練
は
ま
だ
ま
だ

日
差
し
も
強
く
残
暑
厳
し
い
中
行
わ
れ
ま

し
た
。
私
は
帽
子
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
し

か
た
な
く
タ
オ
ル
を
頭
に
巻
い
て
写
真
を

撮
っ
た
の
で
す
が
、後
か
ら
何
人
か
に「
戦

場
カ
メ
ラ
マ
ン
の
よ
う
だ
っ
た
」
と
言
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
グ
レ
ー
の
タ
オ
ル

が
ベ
レ
ー
帽
の
様
に
見
え
た
の
で
し
ょ
う

か
。
▼
秋
に
な
り
ま
し
た
。
芸
術
や
ス

ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
む
の
に
い
い
季
節
で
す

が
、
私
は
『
よ
し
、
七
輪
で
秋
刀
魚
を
焼

こ
う
』
と
思
い
ま
し
た
。（
持
留
）

※１　法律相談は予約制です。志布志支所地域振興課　℡：472-1111（内線 352）までご連絡ください。
※２　子育て講座に関する問い合わせは、子育て支援センター　℡：472-8993 までご連絡ください。

※３　移動年金相談は事前予約制です。本庁市民環境課年金係　℡：474-1111（内線 116）までご連絡ください。

※４　法律相談は予約制です。本庁総務課文書法制係　℡：474-1111（内線 224）までご連絡ください。
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